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カーボンニュートラルの実現等に資する森林等への
投資に係るガイドライン 中間とりまとめ





　
林
野
庁
で
は
、
森
林
・
林
業
分
野
に
対
す
る
投
資
の
可

能
性
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
投
資
案
件
に

つ
い
て
そ
の
判
断
の
円
滑
・
適
切
化
を
促
進
す
る
観
点
か

ら
、「
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
へ
の
投
資
の
あ
り
方
に
関

す
る
検
討
会
」
を
設
置
し
、「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

実
現
等
に
資
す
る
森
林
等
へ
の
投
資
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
中
間
と
り
ま
と
め
」（
以
下
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中
間
と
り

ま
と
め
」）
を
公
表
い
た
し
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
検

討
経
緯
や
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　

　
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け

た
取
組
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
中
、Ｃ
Ｏ
²
吸
収
源
と
し

て
森
林
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
新
た
な
「
森
林
・

資
の
可
能
性
が
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　
森
林
等
へ
の
投
資
の
環
境
整
備
が
進
む
中
で
、
林
野
庁

で
は
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
へ
の
投
資
が
ど
の
様
な

形
で
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
形

で
行
わ
れ
る
こ
と
が
森
林
・
林
業
基
本
計
画
の
推
進
上
望

ま
し
い
か
に
つ
い
て
、
有
識
者
の
意
見
を
幅
広
く
伺
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
令
和
４
年
１
月
に
「
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
へ
の
投
資
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
検
討
会
で
は
大
学・研
究
機
関
、金
融
機
関
、

森
林
組
合
、
木
材
産
業
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
関
係
者
を
委
員

と
し
て
、
森
林
へ
の
投
資
に
関
わ
る
取
り
組
み
を
行
う
企

業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
等
、
森
林
等
へ
の
投
資
の
あ

り
方
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
、
令
和
４
年
６
月
、
そ
れ
ま

で
の
議
論
の
結
果
を
と
り
ま
と
め
た
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中

間
と
り
ま
と
め
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

林
業
基
本
計
画
」(

令
和
３
年
６
月
閣
議
決
定)

で
は
、森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
に
よ
る
「
グ
リ
ー
ン
成
長
」
の
実
現
を

掲
げ
、
森
林
の
「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
る
」
循
環
利

用
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
国
内
に
お
い
て
は
、
森
林
信
託
等
に
よ
る
森
林
の
集
約

化
、
効
率
化
の
動
き
や
、
社
有
林
を
活
用
し
た
環
境
社
会

へ
の
貢
献
の
動
き
等
が
見
ら
れ
る
中
、令
和
３
年
度
に
「
農

業
法
人
に
対
す
る
投
資
の
円
滑
化
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

（
平
成
14
年
法
律
第
52
号
）
が
改
正
さ
れ
、
林
業
分
野
に
も

投
資
対
象
が
拡
大
さ
れ
た
ほ
か
、
環
境
省
で
は
、
脱
炭
素

事
業
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
民
間
事
業
者
等
を
支
援
す
る

た
め
、
令
和
４
年
度
に
新
た
に
株
式
会
社
脱
炭
素
化
支
援

機
構
の
設
立
が
予
定
さ
れ
る
な
ど
、「
グ
リ
ー
ン
成
長
」
の

実
現
に
向
け
、
森
林
の
整
備
や
利
用
を
テ
ー
マ
と
し
た
投
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２
．
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中
間
取
り
ま
と
め
の
概
要

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中
間
と
り
ま
と
め
は
４
章
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
我
が
国
の
森
林
に
つ
い
て
、
そ
の
現
状
を
明

ら
か
に
し
、
期
待
さ
れ
る
役
割
や
投
資
を
行
う
上
で
の
課

題
等
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

へ
の
投
資
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
、
投
資
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
的
な
評
価
手
法
を
と
り
ま
と
め
て
い

ま
す
。
以
下
に
各
章
の
概
要
を
御
紹
介
し
ま
す
。

Ⅰ
．
気
候
変
動
対
応
に
お
い
て
森
林
に
期
待
さ
れ
る
役
割

等
に
つ
い
て

　
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
は
、Ｃ
Ｏ

２
排
出
削
減
の
ほ
か
、
森
林
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
等
が
不

可
欠
で
す
。
森
林
の
生
育
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
効
果
や
、

木
材
と
し
て
建
築
物
等
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

貯
蔵
効
果
が
期
待
で
き
る
ほ
か
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
し

て
の
燃
料
利
用
に
よ
る
化
石
燃
料
の
代
替
効
果
が
あ
り
ま

す
。「
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
」（
令
和
３
年
10
月
閣
議
決
定
）

で
は
、
２
０
３
０
年
度
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
46
％

削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、こ
の
う
ち
の
２・７
％
分（
約

３
，
８
０
０
万
ｔ
‐
Ｃ
Ｏ
２
）
は
、
森
林
に
よ
る
吸
収
と
、

Ｈ
Ｗ
Ｐ（Harvested W

ood Products

：
伐
採
木
材
製
品
）

に
よ
る
貯
蔵
で
確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
森
林
に
対
し
て
は
、
気
候
変
動
対
応
の
視
点
か
ら
、
そ

の
整
備
に
係
る
資
金
投
入
が
世
界
的
に
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
米
国
等
で
は
長
期
安
定
的
な
収
益
確
保
を
期
待
す
る

森
林
投
資
が
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
国
内
の
森
林
の
多
く

は
急
峻
な
地
形
に
存
在
し
作
業
の
効
率
性
を
上
げ
に
く
い

こ
と
、
境
界
や
所
有
者
等
の
資
源
管
理
情
報
の
整
備
が
不

十
分
で
あ
る
こ
と
等
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
森
林
等
へ
の
投

資
事
例
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
る
」
と
い
う
循
環
利
用
を
確

立
し
、
環
境
と
経
済
の
好
循
環
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

造
林
作
業
の
省
力
化
や
コ
ス
ト
削
減
、
素
材
生
産
に
お
け

る
生
産
性
の
向
上
に
よ
り
、
伐
採
か
ら
再
造
林
・
保
育
の

収
支
を
プ
ラ
ス
転
換
し
黒
字
化
を
図
る
「
新
し
い
林
業
」

に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
補
助
事
業
（
公

共
事
業
等
）
に
加
え
て
、
フ
ァ
ン
ド
な
ど
民
間
資
金
の
力

も
借
り
つ
つ
森
林
整
備
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅱ
．
森
林
等
へ
の
投
資
を
巡
る
環
境
変
化

　
気
候
変
動
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
機
関
投
資
家
等
の
危
機

感
が
世
界
的
に
広
ま
る
中
、
機
関
投
資
家
等
の
間
で
、
気

候
変
動
対
応
や
生
物
多
様
性
保
全
な
ど
企
業
経
営
の
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
等
を
評
価
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
流
れ
が
加

速
し
て
い
ま
す
。

　
投
資
で
は
、
収
益
が
確
保
で
き
る
か
否
か
の
経
営
判
断

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
森
林
へ
の
投
資
に
お
い
て
も
、
経

営
判
断
モ
デ
ル
を
活
用
し
た
林
地
の
生
産
力
に
よ
る
経
済

性
評
価
が
可
能
で
あ
り
、
対
象
と
な
る
林
地
の
木
材
販
売

に
よ
る
収
益
と
育
林
や
搬
出
コ
ス
ト
の
計
算
に
よ
り
経
営

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
立
木
価

格
の
大
幅
な
上
昇
が
見
込
め
な
い
中
で
投
資
を
検
討
す
る

た
め
に
は
、
木
材
販
売
以
外
の
森
林
・
林
業
が
有
す
る
様
々

な
価
値
や
可
能
性
に
つ
い
て
、
追
加
的
に
評
価
す
る
工
夫

や
働
き
か
け
が
必
要
で
す
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
我
が
国

で
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
流
れ

等
を
背
景
と
し
て
、「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
等
の

た
め
の
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す

る
法
律
（
通
称
「
都
市
（
ま
ち
）
の
木
造
化
推
進
法
」）」（
平

成
22
年
法
律
第
36
号
）
の
施
行
な
ど
、
民
間
も
含
め
た
中

高
層
・
非
住
宅
建
築
物
等
へ
の
木
材
利
用
の
気
運
の
高
ま

り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）

制
度
等
に
よ
る
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
に
お
け
る
未

利
用
木
材
等
の
燃
料
利
用
の
増
加
、
森
林
経
営
活
動
に
由

来
す
る
Ｊ―

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
創
出
拡
大
に
向
け
た
取

組
の
進
展
が
見
ら
れ
ま
す
。こ
う
し
た
動
き
に
よ
り
、森
林
・

林
業
の
価
値
の
増
大
に
よ
る
収
益
性
の
確
保
と
と
も
に
、

イ
ン
パ
ク
ト
投
資
の
観
点
か
ら
、
森
林
へ
の
期
待
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
近
年
は
森
林
等
へ
の
投
資
に
対
す
る
注

目
度
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
先
に
述
べ
た
官
民
フ
ァ
ン
ド

等
の
新
た
な
展
開
に
よ
り
森
林
等
へ
の
投
資
に
係
る
環
境

整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
森
林
等
を
対
象
と
す
る
投
資

の
可
能
性
が
拡
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

Ⅲ
．
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
の
観
点
か
ら
の
森
林

等
へ
の
投
資
促
進
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
我
が
国
の
森
林
・
林
業
分
野
に
対
す
る
投
資
の
前
例
は

わ
ず
か
で
あ
り
、
投
資
判
断
が
難
し
い
と
の
声
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
我
が
国
の
森
林
等
へ
の
投
資
を
促
進
す

る
た
め
に
は
、
専
門
的
知
見
を
あ
ま
り
有
し
な
い
者
で
も

森
林
等
に
関
す
る
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
ど
の
よ
う
に

気
候
変
動
対
応
や
生
物
多
様
性
保
全
等
の
森
林
の
多
面
的

機
能
の
発
揮
を
見
込
め
る
の
か
、
簡
便
に
確
認
で
き
る
仕

組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中
間
と
り
ま
と
め
で
は
、
森
林
・
林
業

基
本
計
画
の
施
策
の
方
向
性
に
沿
っ
た
望
ま
し
い
投
資
を

呼
び
込
む
環
境
づ
く
り
を
図
る
た
め
、
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
施
後
の
森
林
吸
収
量
の
増
減
の
定
量
的
な
評
価
に
よ

る
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
度
」
や
、
生
物

多
様
性
保
全
等
に
ど
の
よ
う
な
影
響
や
効
果
を
及
ぼ
す
の

か
と
い
っ
た
「
生
物
多
様
性
確
保
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
」
等

に
つ
い
て
簡
便
に
確
認
で
き
る
手
法
を
示
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
評
価
手
法
を
活
用
す
る
こ
と
は
、①
投
資
が
グ
リ
ー

ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
で
は
な
い
こ
と
の
信
頼
性
確
保
、②
投
資
の

出
し
手
の
発
行
コ
ス
ト
、
事
務
負
担
の
軽
減
、③
自
己
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
の
証

明
、
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

Ⅳ
．
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評
価
手
法
に
つ
い
て

１
．
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
度
評
価

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
度
は
、①
主
伐
及
び

主
伐
後
の
措
置
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
評
価
と
、②
伐
採

木
材
の
活
用
用
途
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２
貯
蔵
・
排
出
削
減
量
の

評
価
を
個
別
又
は
合
算
し
て
総
合
的
に
評
価
し
ま
す
。

　
①
主
伐
及
び
主
伐
後
の
措
置
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
、

収
穫
予
想
表
を
基
に
幹
材
積
量
を
推
定
し
、
林
地
面
積
、

容
積
密
度
、
バ
イ
オ
マ
ス
拡
大
係
数
、
地
上
部
・
地
下
部

比
率
、
炭
素
含
有
率
及
び
Ｃ
Ｏ
２
換
算
係
数
の
そ
れ
ぞ
れ

を
乗
じ
て
吸
収
量
及
び
排
出
量
を
算
出
し
て
評
価
し
ま
す
。

な
お
主
伐
・
再
造
林
の
際
の
森
林
吸
収
量
の
考
え
方
で
す

が
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
同
じ
地
位
に
同
樹
種
を
植
栽

す
る
場
合
、
災
害
等
の
被
害
を
受
け
な
い
と
仮
定
す
れ
ば

基
本
的
に
同
じ
よ
う
に
成
長
し
、
同
樹
齢
に
お
い
て
同
量

の
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量
が
見
込
め
る
こ
と
、
投
資
の
現
場
で
は

投
資
期
間
は
10
年
程
度
と
い
う
実
態
を
踏
ま
え
、
今
回
の

評
価
手
法
で
は
、
再
造
林
し
た
後
に
適
正
な
森
林
整
備
が

行
わ
れ
る
こ
と
が
計
画
等
で
確
実
な
場
合
は
、
将
来
的
に

は
炭
素
蓄
積
量
が
現
在
の
伐
採
時
点
の
蓄
積
量
と
同
量
ま

で
回
復
す
る
も
の
と
み
な
し
、
伐
採
時
の
排
出
量
を
ゼ
ロ

と
評
価
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
主
伐
後
に
再

造
林
で
は
な
く
天
然
更
新
が
選
択
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て

も
、
こ
の
考
え
方
を
用
い
、
伐
採
時
の
林
齢
を
評
価
期
間

と
し
て
、
天
然
更
新
後
に
予
想
さ
れ
る
樹
種
に
係
る
収
穫

予
想
表
の
値
を
用
い
て
将
来
的
な
炭
素
蓄
積
量
を
推
計
し
、

伐
採
時
の
蓄
積
量
か
ら
差
し
引
い
て
伐
採
時
の
排
出
量
を

算
出
し
ま
す
。

　
②
伐
採
木
材
の
活
用
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２
貯
蔵
・
排
出
削
減

量
は
、（
ア
）
木
材
利
用
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
貯
蔵
量
と
、（
イ
）

燃
料
利
用
（
化
石
燃
料
代
替
）
等
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削

減
量
に
分
け
て
算
出
し
て
評
価
し
ま
す
。
こ
の
う
ち
（
ア
）

木
材
利
用
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
貯
蔵
量
は
、
製
材
等
向
け
の
丸

太
の
供
給
計
画
材
積
を
基
に
、
歩
留
ま
り
を
乗
じ
て
製
品

量
を
算
出
し
、
こ
れ
に
容
積
密
度
、
炭
素
含
有
率
、Ｃ
Ｏ
２

換
算
係
数
を
乗
じ
て
算
出
し
ま
す
。
ま
た
、（
イ
）
燃
料
利

用
（
化
石
燃
料
代
替
）
等
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
量
は
、

チ
ッ
プ
等
向
け
の
丸
太
の
供
給
計
画
材
積
に
、
容
積
密
度
、

木
材
１
ｔ
当
た
り
の
化
石
燃
料
代
替
効
果
、Ｃ
Ｏ
２
換
算
係

数
を
乗
じ
て
算
出
し
ま
す
。

２
．
生
物
多
様
性
保
全
等
へ
の
貢
献
度
評
価

　
森
林
・
林
業
基
本
計
画
で
定
め
る
「
森
林
の
有
す
る
公

益
的
機
能
の
発
揮
」、「
林
業
の
持
続
的
か
つ
健
全
な
発
展
」

の
施
策
の
方
向
に
合
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
定
性
的
に

確
認
し
て
評
価
し
ま
す
。
な
お
、
確
認
す
る
事
項
に
よ
っ

て
は
定
量
的
に
確
認
で
き
る
も
の
も
あ
る
た
め
、
数
値
で

表
せ
る
も
の
は
可
能
な
限
り
数
値
に
よ
り
評
価
し
ま
す（
以

下
〔 

〕
内
に
事
例
を
示
し
ま
す
）。

①　
森
林
の
公
益
的
機
能
の
維
持
・
発
揮
に
直
接
つ
な
が

る
事
項

主
伐
箇
所
以
外
を
含
む
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
適
切

な
森
林
施
業
の
実
施
〔
間
伐
面
積
、
森
林
経
営
計
画
作
成

面
積
、
シ
カ
防
護
柵
設
置
面
積
等
〕、
森
林
認
証
制
度
の
取

得
状
況
等
〔
森
林
認
証
取
得
面
積
、
森
林
保
全
面
積
等
〕、

自
然
災
害
リ
ス
ク
に
関
す
る
リ
ス
ク
要
因
分
析
と
対
応〔
防

火
帯
の
延
長
距
離
等
〕、
合
法
伐
採
木
材
等
〔
ク
リ
ー
ン
ウ

ッ
ド
法
の
登
録
木
材
関
連
事
業
者
の
場
合
は
そ
の
合
法
性

が
確
認
で
き
た
木
材
等
の
取
扱
い
量
等
〕

②　
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
関
す
る
投
資
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
特
性
を
踏
ま
え
た
事
業
の
安
定
性
確
保
の
確
認
に

資
す
る
事
項

森
林
経
営
計
画
の
作
成
〔
森
林
経
営
計
画
の
作
成
面
積
〕、

先
進
的
技
術
の
導
入
〔
レ
ー
ザ
計
測
に
よ
る
森
林
情
報
把

握
面
積
、
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
台
数
等
〕、
地
域
貢
献

〔
雇
用
創
出
数
、
関
係
人
口
、
関
連
事
業
の
売
上
高
等
〕、

労
働
安
全
衛
生
や
労
働
環
境
改
善
〔
無
事
故
日
数
、
安
全

教
育
の
実
施
、
研
修
参
加
者
数
、
資
格
取
得
者
数
等
〕、
造

林
の
省
力
化
・
低
コ
ス
ト
化
〔
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
等
の
植

栽
面
積
や
割
合
、
下
刈
り
回
数
等
〕、
企
業
ガ
バ
ナ
ン
ス
や

企
業
情
報
の
開
示
〔
不
正
摘
発
件
数
、
倫
理
行
動
規
定
等

の
有
無
、
情
報
公
開
状
況
等
〕、
地
域
の
事
業
体
や
市
町
村

と
の
連
携
等

３
．
お
わ
り
に

　
林
野
庁
と
し
て
は
、
国
内
の
森
林
等
へ
の
投
資
環
境
の

整
備
が
進
み
つ
つ
あ
る
中
で
、
民
間
の
投
資
機
関
や
企
業

等
に
対
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中
間
と
り
ま
と
め
の
周
知
等

を
通
じ
、
森
林
等
へ
の
投
資
を
拡
大
し
、
森
林
づ
く
り
へ

の
民
間
資
金
の
活
用
を
後
押
し
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
な
お
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中
間
取
り
ま
と
め
の
本
文
の
ほ

か
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
会
の
各
回
の
概
要
や
配
付
資
料
を

林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
以
下
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
合
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
へ
の
投
資
の
あ
り
方
に
関
す
る

検
討
会
」（
林
野
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/kikaku/toushik
entoukai.htm

l

〜
民
間
資
金
を
活
用
し
た
森
林
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
林
等
へ
の
投
資
案
件
に
係
る
評
価
の
仕
組
み
づ
く
り
〜

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
等
に
資
す
る

森
林
等
へ
の
投
資
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

中
間
と
り
ま
と
め

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中
間
と
り
ま
と
め
の
検
討
経
緯

１．



　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中
間
と
り
ま
と
め
は
４
章
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
我
が
国
の
森
林
に
つ
い
て
、
そ
の
現
状
を
明

ら
か
に
し
、
期
待
さ
れ
る
役
割
や
投
資
を
行
う
上
で
の
課

題
等
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

へ
の
投
資
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
、
投
資
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
的
な
評
価
手
法
を
と
り
ま
と
め
て
い

ま
す
。
以
下
に
各
章
の
概
要
を
御
紹
介
し
ま
す
。

Ⅰ
．
気
候
変
動
対
応
に
お
い
て
森
林
に
期
待
さ
れ
る
役
割

　
等
に
つ
い
て

　
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
は
、Ｃ
Ｏ
²

排
出
削
減
の
ほ
か
、
森
林
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
²
吸
収
等
が
不
可

欠
で
す
。
森
林
の
生
育
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
²
吸
収
効
果
や
、
木

材
と
し
て
建
築
物
等
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
²
貯

蔵
効
果
が
期
待
で
き
る
ほ
か
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て

の
燃
料
利
用
に
よ
る
化
石
燃
料
の
代
替
効
果
が
あ
り
ま
す
。

「
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
」（
令
和
３
年
10
月
閣
議
決
定
）

で
は
、
２
０
３
０
年
度
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
46
％

削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、こ
の
う
ち
の
２・７
％
分（
約

３
，
８
０
０
万
ｔ
‐
Ｃ
Ｏ
²
）
は
、
森
林
に
よ
る
吸
収
と
、

Ｈ
Ｗ
Ｐ（Harvested W

ood Products

：
伐
採
木
材

製
品
）
に
よ
る
貯
蔵
で
確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
森
林
に
対
し
て
は
、
気
候
変
動
対
応
の
視
点
か
ら
、
そ

の
整
備
に
係
る
資
金
投
入
が
世
界
的
に
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
米
国
等
で
は
長
期
安
定
的
な
収
益
確
保
を
期
待
す
る

森
林
投
資
が
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
国
内
の
森
林
の
多
く

は
急
峻
な
地
形
に
存
在
し
、
作
業
の
効
率
性
を
上
げ
に
く

い
こ
と
、
境
界
や
所
有
者
等
の
資
源
管
理
情
報
の
整
備
が

不
十
分
で
あ
る
こ
と
等
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
森
林
等
へ
の

投
資
事
例
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
る
」
と
い
う
循
環
利
用
を
確

立
し
、
環
境
と
経
済
の
好
循
環
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

造
林
作
業
の
省
力
化
や
コ
ス
ト
削
減
、
素
材
生
産
に
お
け

る
生
産
性
の
向
上
に
よ
り
、
伐
採
か
ら
再
造
林
・
保
育
の
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収
支
を
プ
ラ
ス
転
換
し
黒
字
化
を
図
る
「
新
し
い
林
業
」

に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
補
助
事
業
（
公

共
事
業
等
）
に
加
え
て
、
フ
ァ
ン
ド
な
ど
民
間
資
金
の
力

も
借
り
つ
つ
森
林
整
備
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅱ
．
森
林
等
へ
の
投
資
を
巡
る
環
境
変
化

　
気
候
変
動
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
機
関
投
資
家
等
の
危
機

感
が
世
界
的
に
広
ま
る
中
、
気
候
変
動
対
応
や
生
物
多
様

性
保
全
な
ど
企
業
経
営
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
等
を
評
価

す
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
流
れ
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

　
投
資
で
は
、
収
益
が
確
保
で
き
る
か
否
か
の
経
営
判
断

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
森
林
へ
の
投
資
に
お
い
て
も
、
経

営
判
断
モ
デ
ル
を
活
用
し
た
林
地
の
生
産
力
に
よ
る
経
済

性
評
価
が
可
能
で
あ
り
、
対
象
と
な
る
林
地
の
木
材
販
売

に
よ
る
収
益
と
育
林
や
搬
出
コ
ス
ト
の
計
算
に
よ
り
経
営

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
立
木
価

格
の
大
幅
な
上
昇
が
見
込
め
な
い
中
で
投
資
を
検
討
す
る

た
め
に
は
、
木
材
販
売
以
外
の
森
林
・
林
業
が
有
す
る
様
々

な
価
値
や
可
能
性
に
つ
い
て
、
追
加
的
に
評
価
す
る
工
夫

や
働
き
か
け
が
必
要
で
す
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
我
が
国

で
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
流
れ

等
を
背
景
と
し
て
、「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
等
の

た
め
の
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す

る
法
律
（
通
称
「
都
市
（
ま
ち
）
の
木
造
化
推
進
法
」）」（
平

成
22
年
法
律
第
36
号
）
の
施
行
な
ど
、
民
間
も
含
め
た
中

高
層
・
非
住
宅
建
築
物
等
へ
の
木
材
利
用
の
気
運
の
高
ま

り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）

制
度
等
に
よ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
に
お
け
る
未
利

用
木
材
等
の
燃
料
利
用
の
増
加
、
森
林
経
営
活
動
に
由
来

す
る
Ｊ―

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
創
出
拡
大
に
向
け
た
取
組

の
進
展
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
動
き
に
よ
り
、
森
林
・

林
業
の
価
値
の
増
大
に
よ
る
収
益
性
の
確
保
と
と
も
に
、

イ
ン
パ
ク
ト
投
資
の
観
点
か
ら
、
森
林
へ
の
期
待
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
近
年
は
森
林
等
へ
の
投
資
に
対
す
る
注

目
度
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
先
に
述
べ
た
官
民
フ
ァ
ン
ド

等
の
新
た
な
展
開
に
よ
り
森
林
等
へ
の
投
資
に
係
る
環
境

整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
森
林
等
を
対
象
と
す
る
投
資

の
可
能
性
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

Ⅲ
．
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
の
観
点
か
ら
の
森
林

　
等
へ
の
投
資
促
進
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
我
が
国
の
森
林
・
林
業
分
野
に
対
す
る
投
資
の
前
例
は

わ
ず
か
で
あ
り
、
投
資
判
断
が
難
し
い
と
の
声
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
我
が
国
の
森
林
等
へ
の
投
資
を
促
進
す

る
た
め
に
は
、
専
門
的
知
見
を
あ
ま
り
有
し
な
い
者
で
も

森
林
等
に
関
す
る
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
ど
の
よ
う
に

気
候
変
動
対
応
や
生
物
多
様
性
保
全
等
の
森
林
の
多
面
的

機
能
の
発
揮
を
見
込
め
る
の
か
、
簡
便
に
確
認
で
き
る
仕

組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中
間
と
り
ま
と
め
で
は
、
森
林
・
林
業

基
本
計
画
の
施
策
の
方
向
性
に
沿
っ
た
望
ま
し
い
投
資
を

呼
び
込
む
環
境
づ
く
り
を
図
る
た
め
、
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
施
後
の
森
林
吸
収
量
の
増
減
の
定
量
的
な
評
価
に
よ

る
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
度
」
や
、
生
物

多
様
性
保
全
等
に
ど
の
よ
う
な
影
響
や
効
果
を
及
ぼ
す
の

か
と
い
っ
た
「
生
物
多
様
性
確
保
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
」
等

に
つ
い
て
簡
便
に
確
認
で
き
る
手
法
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
評
価
手
法
を
活
用
す
る
こ
と
は
、①
投
資
が
グ
リ

ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
で
は
な
い
こ
と
の
信
頼
性
確
保
、②
投
資

の
出
し
手
の
発
行
に
あ
た
っ
て
の
事
務
負
担
の
軽
減
、③
自

▲第５回検討会の様子

▲IPCCによる気温上昇を1.5℃に抑えるための世界の温室効果ガス排出経路のシナリオ

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中
間
取
り
ま
と
め
の
概
要

2．



　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中
間
と
り
ま
と
め
は
４
章
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
我
が
国
の
森
林
に
つ
い
て
、
そ
の
現
状
を
明

ら
か
に
し
、
期
待
さ
れ
る
役
割
や
投
資
を
行
う
上
で
の
課

題
等
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

へ
の
投
資
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
、
投
資
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
的
な
評
価
手
法
を
と
り
ま
と
め
て
い

ま
す
。
以
下
に
各
章
の
概
要
を
御
紹
介
し
ま
す
。

Ⅰ
．
気
候
変
動
対
応
に
お
い
て
森
林
に
期
待
さ
れ
る
役
割

　
等
に
つ
い
て

　
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
は
、Ｃ
Ｏ
²

排
出
削
減
の
ほ
か
、
森
林
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
²
吸
収
等
が
不
可

欠
で
す
。
森
林
の
生
育
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
²
吸
収
効
果
や
、
木

材
と
し
て
建
築
物
等
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
²
貯

蔵
効
果
が
期
待
で
き
る
ほ
か
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て

の
燃
料
利
用
に
よ
る
化
石
燃
料
の
代
替
効
果
が
あ
り
ま
す
。

「
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
」（
令
和
３
年
10
月
閣
議
決
定
）

で
は
、
２
０
３
０
年
度
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
46
％

削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、こ
の
う
ち
の
２・７
％
分（
約

３
，
８
０
０
万
ｔ
‐
Ｃ
Ｏ
²
）
は
、
森
林
に
よ
る
吸
収
と
、

Ｈ
Ｗ
Ｐ（Harvested W

ood Products

：
伐
採
木
材

製
品
）
に
よ
る
貯
蔵
で
確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
森
林
に
対
し
て
は
、
気
候
変
動
対
応
の
視
点
か
ら
、
そ

の
整
備
に
係
る
資
金
投
入
が
世
界
的
に
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
米
国
等
で
は
長
期
安
定
的
な
収
益
確
保
を
期
待
す
る

森
林
投
資
が
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
国
内
の
森
林
の
多
く

は
急
峻
な
地
形
に
存
在
し
、
作
業
の
効
率
性
を
上
げ
に
く

い
こ
と
、
境
界
や
所
有
者
等
の
資
源
管
理
情
報
の
整
備
が

不
十
分
で
あ
る
こ
と
等
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
森
林
等
へ
の

投
資
事
例
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
る
」
と
い
う
循
環
利
用
を
確

立
し
、
環
境
と
経
済
の
好
循
環
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

造
林
作
業
の
省
力
化
や
コ
ス
ト
削
減
、
素
材
生
産
に
お
け

る
生
産
性
の
向
上
に
よ
り
、
伐
採
か
ら
再
造
林
・
保
育
の
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収
支
を
プ
ラ
ス
転
換
し
黒
字
化
を
図
る
「
新
し
い
林
業
」

に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
補
助
事
業
（
公

共
事
業
等
）
に
加
え
て
、
フ
ァ
ン
ド
な
ど
民
間
資
金
の
力

も
借
り
つ
つ
森
林
整
備
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅱ
．
森
林
等
へ
の
投
資
を
巡
る
環
境
変
化

　
気
候
変
動
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
機
関
投
資
家
等
の
危
機

感
が
世
界
的
に
広
ま
る
中
、
気
候
変
動
対
応
や
生
物
多
様

性
保
全
な
ど
企
業
経
営
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
等
を
評
価

す
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
流
れ
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

　
投
資
で
は
、
収
益
が
確
保
で
き
る
か
否
か
の
経
営
判
断

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
森
林
へ
の
投
資
に
お
い
て
も
、
経

営
判
断
モ
デ
ル
を
活
用
し
た
林
地
の
生
産
力
に
よ
る
経
済

性
評
価
が
可
能
で
あ
り
、
対
象
と
な
る
林
地
の
木
材
販
売

に
よ
る
収
益
と
育
林
や
搬
出
コ
ス
ト
の
計
算
に
よ
り
経
営

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
立
木
価

格
の
大
幅
な
上
昇
が
見
込
め
な
い
中
で
投
資
を
検
討
す
る

た
め
に
は
、
木
材
販
売
以
外
の
森
林
・
林
業
が
有
す
る
様
々

な
価
値
や
可
能
性
に
つ
い
て
、
追
加
的
に
評
価
す
る
工
夫

や
働
き
か
け
が
必
要
で
す
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
我
が
国

で
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
流
れ

等
を
背
景
と
し
て
、「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
等
の

た
め
の
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す

る
法
律
（
通
称
「
都
市
（
ま
ち
）
の
木
造
化
推
進
法
」）」（
平

成
22
年
法
律
第
36
号
）
の
施
行
な
ど
、
民
間
も
含
め
た
中

高
層
・
非
住
宅
建
築
物
等
へ
の
木
材
利
用
の
気
運
の
高
ま

り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）

制
度
等
に
よ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
に
お
け
る
未
利

用
木
材
等
の
燃
料
利
用
の
増
加
、
森
林
経
営
活
動
に
由
来

す
る
Ｊ―

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
創
出
拡
大
に
向
け
た
取
組

の
進
展
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
動
き
に
よ
り
、
森
林
・

林
業
の
価
値
の
増
大
に
よ
る
収
益
性
の
確
保
と
と
も
に
、

イ
ン
パ
ク
ト
投
資
の
観
点
か
ら
、
森
林
へ
の
期
待
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
近
年
は
森
林
等
へ
の
投
資
に
対
す
る
注

目
度
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
先
に
述
べ
た
官
民
フ
ァ
ン
ド

等
の
新
た
な
展
開
に
よ
り
森
林
等
へ
の
投
資
に
係
る
環
境

整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
森
林
等
を
対
象
と
す
る
投
資

の
可
能
性
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

Ⅲ
．
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
の
観
点
か
ら
の
森
林

　
等
へ
の
投
資
促
進
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
我
が
国
の
森
林
・
林
業
分
野
に
対
す
る
投
資
の
前
例
は

わ
ず
か
で
あ
り
、
投
資
判
断
が
難
し
い
と
の
声
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
我
が
国
の
森
林
等
へ
の
投
資
を
促
進
す

る
た
め
に
は
、
専
門
的
知
見
を
あ
ま
り
有
し
な
い
者
で
も

森
林
等
に
関
す
る
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
ど
の
よ
う
に

気
候
変
動
対
応
や
生
物
多
様
性
保
全
等
の
森
林
の
多
面
的

機
能
の
発
揮
を
見
込
め
る
の
か
、
簡
便
に
確
認
で
き
る
仕

組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中
間
と
り
ま
と
め
で
は
、
森
林
・
林
業

基
本
計
画
の
施
策
の
方
向
性
に
沿
っ
た
望
ま
し
い
投
資
を

呼
び
込
む
環
境
づ
く
り
を
図
る
た
め
、
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
施
後
の
森
林
吸
収
量
の
増
減
の
定
量
的
な
評
価
に
よ

る
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
度
」
や
、
生
物

多
様
性
保
全
等
に
ど
の
よ
う
な
影
響
や
効
果
を
及
ぼ
す
の

か
と
い
っ
た
「
生
物
多
様
性
確
保
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
」
等

に
つ
い
て
簡
便
に
確
認
で
き
る
手
法
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
評
価
手
法
を
活
用
す
る
こ
と
は
、①
投
資
が
グ
リ

ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
で
は
な
い
こ
と
の
信
頼
性
確
保
、②
投
資

の
出
し
手
の
発
行
に
あ
た
っ
て
の
事
務
負
担
の
軽
減
、③
自

▲森林・林業の環境と経済の好循環

カーボンニュートラルの実現等に資する森林等への投資に係るガイドライン 中間とりまとめ
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己
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢

献
の
証
明
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

Ⅳ
．
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評
価
手
法
に
つ
い
て

１
．
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
度
評
価

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
度
は
、①
主
伐
及
び

主
伐
後
の
措
置
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
²
排
出
量
の
評
価
と
、②
伐
採

木
材
の
活
用
用
途
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
²
貯
蔵
・
排
出
削
減
量
の

評
価
を
個
別
又
は
合
算
し
て
総
合
的
に
評
価
し
ま
す
。

　
①
の
主
伐
及
び
主
伐
後
の
措
置
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
²
排
出
量

は
、収
穫
予
想
表
を
基
に
幹
材
積
量
を
推
定
し
、林
地
面
積
、

容
積
密
度
、
バ
イ
オ
マ
ス
拡
大
係
数
、
地
上
部
・
地
下
部

比
率
、
炭
素
含
有
率
及
び
Ｃ
Ｏ
²
換
算
係
数
の
そ
れ
ぞ
れ

を
乗
じ
て
吸
収
量
及
び
排
出
量
を
算
出
し
て
評
価
し
ま
す
。

　
な
お
主
伐
・
再
造
林
の
際
の
森
林
吸
収
量
の
考
え
方
で

す
が
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
同
じ
地
位
に
同
樹
種
を
植

栽
す
る
場
合
、
災
害
等
の
被
害
を
受
け
な
い
と
仮
定
す
れ

ば
基
本
的
に
同
じ
よ
う
に
成
長
し
、
同
樹
齢
に
お
い
て
同

量
の
Ｃ
Ｏ
²
吸
収
量
が
見
込
め
る
こ
と
、
投
資
の
現
場
で

は
投
資
期
間
は
10
年
程
度
と
い
う
実
態
を
踏
ま
え
、
今
回

の
評
価
手
法
で
は
、
再
造
林
し
た
後
に
適
正
な
森
林
整
備

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
計
画
等
で
確
実
な
場
合
は
、
将
来
的

に
は
炭
素
蓄
積
量
が
現
在
の
伐
採
時
点
の
蓄
積
量
と
同
量

ま
で
回
復
す
る
も
の
と
み
な
し
、
伐
採
時
の
排
出
量
を
ゼ

ロ
と
評
価
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
主
伐
後
に
再
造
林
で
は
な
く
天
然
更
新
が
選
択

さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
こ
の
考
え
方
を
用
い
、
伐
採

時
の
林
齢
を
評
価
期
間
と
し
て
、
天
然
更
新
後
に
予
想
さ

れ
る
樹
種
に
係
る
収
穫
予
想
表
の
値
を
用
い
て
将
来
的
な

炭
素
蓄
積
量
を
推
計
し
、
伐
採
時
の
蓄
積
量
か
ら
差
し
引

い
て
伐
採
時
の
排
出
量
を
算
出
し
ま
す
。

　
②
の
伐
採
木
材
の
活
用
用
途
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
²
貯
蔵
・
排

出
削
減
量
は
、（
ア
）
木
材
利
用
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
²
貯
蔵
量
と
、

（
イ
）
燃
料
利
用
（
化
石
燃
料
代
替
）
等
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
²
排

出
削
減
量
に
分
け
て
算
出
し
て
評
価
し
ま
す
。
こ
の
う
ち

（
ア
）
木
材
利
用
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
²
貯
蔵
量
は
、
製
材
等
向
け

の
丸
太
の
供
給
計
画
材
積
を
基
に
、
歩
留
ま
り
を
乗
じ
て

製
品
量
を
算
出
し
、
こ
れ
に
容
積
密
度
、
炭
素
含
有
率
、Ｃ

Ｏ
²
換
算
係
数
を
乗
じ
て
算
出
し
ま
す
。
ま
た
、（
イ
）
燃

料
利
用
（
化
石
燃
料
代
替
）
等
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
²
排
出
削
減
量

は
、
チ
ッ
プ
等
向
け
の
丸
太
の
供
給
計
画
材
積
に
、
容
積
密

度
、
木
材
１
ｔ
当
た
り
の
化
石
燃
料
代
替
効
果
、Ｃ
Ｏ
²
換

算
係
数
を
乗
じ
て
算
出
し
ま
す
。

２
．
生
物
多
様
性
の
確
保
等
へ
の
貢
献
度
評
価

　
森
林
・
林
業
基
本
計
画
で
定
め
る
「
森
林
の
有
す
る
公

益
的
機
能
の
発
揮
」、「
林
業
の
持
続
的
か
つ
健
全
な
発
展
」

の
施
策
の
方
向
に
合
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
定
性
的
に

確
認
し
て
評
価
し
ま
す
。
な
お
、
確
認
す
る
事
項
に
よ
っ

て
は
定
量
的
に
確
認
で
き
る
も
の
も
あ
る
た
め
、
数
値
で

表
せ
る
も
の
は
可
能
な
限
り
数
値
に
よ
り
評
価
し
ま
す（
以

下
〔 

〕
内
に
事
例
を
示
し
ま
す
）。

①　
森
林
の
公
益
的
機
能
の
維
持
・
発
揮
に
直
接
つ
な
が

　
る
事
項

主
伐
箇
所
以
外
を
含
む
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
適
切

な
森
林
施
業
の
実
施
〔
間
伐
面
積
、
森
林
経
営
計
画
作
成

面
積
、
シ
カ
防
護
柵
設
置
面
積
等
〕、
森
林
認
証
制
度
の
取

得
状
況
等
〔
森
林
認
証
取
得
面
積
、
森
林
保
全
面
積
等
〕、

自
然
災
害
リ
ス
ク
に
関
す
る
リ
ス
ク
要
因
分
析
と
対
応〔
防

火
帯
の
延
長
距
離
等
〕、
合
法
伐
採
木
材
等
〔
ク
リ
ー
ン
ウ

ッ
ド
法
の
登
録
木
材
関
連
事
業
者
の
場
合
は
そ
の
合
法
性

が
確
認
で
き
た
木
材
等
の
取
扱
い
量
等
〕

②　
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
関
す
る
投
資
プ
ロ
ジ
ェ

　
ク
ト
の
特
性
を
踏
ま
え
た
事
業
の
安
定
性
確
保
の
確
認

　
に
資
す
る
事
項

森
林
経
営
計
画
の
作
成
〔
森
林
経
営
計
画
の
作
成
面
積
〕、

先
進
的
技
術
の
導
入
〔
レ
ー
ザ
計
測
に
よ
る
森
林
情
報
把

握
面
積
、
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
台
数
等
〕、
地
域
貢
献

〔
雇
用
創
出
数
、
関
係
人
口
、
関
連
事
業
の
売
上
高
等
〕、

労
働
安
全
衛
生
や
労
働
環
境
改
善
〔
無
事
故
日
数
、
安
全

教
育
の
実
施
、
研
修
参
加
者
数
、
資
格
取
得
者
数
等
〕、
造

林
の
省
力
化
・
低
コ
ス
ト
化
〔
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
等
の
植

栽
面
積
や
割
合
、
下
刈
り
回
数
等
〕、
企
業
ガ
バ
ナ
ン
ス
や

企
業
情
報
の
開
示
〔
不
正
摘
発
件
数
、
倫
理
行
動
規
定
等

の
有
無
、
情
報
公
開
状
況
等
〕、
地
域
の
事
業
体
や
市
町
村

と
の
連
携
等

　
林
野
庁
と
し
て
は
、
国
内
の
森
林
等
へ
の
投
資
環
境
の

整
備
が
進
み
つ
つ
あ
る
中
で
、
民
間
の
投
資
機
関
や
企
業

等
に
対
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中
間
と
り
ま
と
め
の
周
知
等

を
通
じ
、
森
林
等
へ
の
投
資
を
拡
大
し
、
森
林
づ
く
り
へ

の
民
間
資
金
の
活
用
を
後
押
し
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
な
お
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中
間
取
り
ま
と
め
の
本
文
の
ほ

か
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
会
の
各
回
の
概
要
や
配
付
資
料
を

林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
以
下
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
へ
の
投
資
の
あ
り
方
に
関
す
る

検
討
会
」（
林
野
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/kikaku/toushi-
kentoukai.htm

l

お
わ
り
に

3．
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カーボンニュートラルの実現等に資する森林等への投資に係るガイドライン 中間とりまとめ

「カーボンニュートラルの実現等に資する森林等への投資に係る
ガイドライン」中間とりまとめ で示した評価手法の概要

１．カーボンニュートラルへの貢献度評価
　①主伐及び主伐後の措置に伴うCO₂排出量の評価と、②伐採木材の活用用途に伴うCO₂貯蔵・排出
削減量の評価を個別又は合算して総合的に評価。

２．生物多様性の確保等への貢献度評価
森林・林業基本計画で定める「森林の有する公益的機能の発揮」、「林業の持続的かつ健全な発展」
の施策の方向に合致しているかどうかを定性的に確認。

① 森林の公益的機能の維持・発揮に直接つながる事項

主伐箇所以外を含む投資プロジェクト全体の適切な
森林施業の実施／森林認証制度の取得状況等／自然
災害リスクに関するリスク要因分析と対応／合法伐採
木材等（クリーンウッド法）等を確認。

② 森林・林業・木材産業に関する投資プロジェクトの特
　 性を踏まえた事業の安定性確保の確認に資する事項

森林経営計画の作成／先進的技術の導入／地域貢
献／労働安全衛生や労働環境改善／造林の省力化・低
コスト化／企業ガバナンスや企業情報の開示／地域の
事業体や市町村との連携等を確認。

図： CO₂吸収量・排出量を推計する対象範囲

a  木材利用
（建築物等における長期利用）

ｂ  燃料利用
（化石燃料の代替）

c  廃棄・未利用

伐採木
（丸太等）

※伐採時に排出をカウント

※紙等の利用含む

CO₂排出量
＝伐採時蓄積量ー将来蓄積量

B 天然更新

CO₂排出量
＝伐採時蓄積量

※造林未済地を含む
C 転用

（森林の持続的経営・利用）
CO₂排出量ゼロ

CO₂排出量ゼロ

Ａ 再造林

※将来の資源量回復を前提
（人為による成林が確実と見込
まれるため）

主伐及び主伐後の措置に伴う
CO₂排出量の評価

伐採木材の活用用途に伴う
CO₂貯蔵・排出削減量の評価

CO₂貯蔵

CO₂排出削減

(ア) 木材利用によるCO₂貯蔵量
収穫予想表を基に幹材積量を推
定し、林地面積、容積密度、バイオ
マス拡大係数、地上部・地下部比
率、炭素含有率、CO₂換算係数を乗
じて吸収量及び排出量を計算。

製材等向け供給計画材積を基
に、歩留まりを乗じて製品量を計算
し、容積密度、炭素含有率、CO₂換
算係数を乗じて計算。

(イ) 燃料利用（化石燃料代替）等
　　によるCO₂排出削減量
チップ等向け供給計画材積に、
容積密度、木材１t当たりの化石燃
料代替効果、CO₂換算係数を乗じ
て計算。

① 主伐及び主伐後の措置に伴う
    CO₂排出量の評価  ② 伐採木材の活用用途に伴うCO₂貯蔵・排出削減量の評価

人工林

天然林



森林経営活動
12.8万t-CO₂

その他
62.9万t-CO₂

コジェネレーションプロジェクト
87.2万t-CO₂

ボイラー
61.6万t-CO₂

工業炉
26.7万t-CO₂

太陽光発電
441.7万t-CO₂

（1.6%）

■J-クレジット制度における認証クレジットの
　方法論別内訳

2021年度末までの
クレジット認証量
803.5万t-CO₂

木質バイオマス
110.7万t-

CO₂（13.8%）

含まれている

計画されている

　　　　　含まれていない
（保育・間伐施業及び保護活動のみ計画）

計画されていない林分が含まれる
（天然更新予定地が含まれる）

プロジェクト区域内で認証対象期間中に
主伐を計画している林分が含まれているか

主伐が計画されている全ての
林分について、再造林が計画さ
れているか

林業の構造上の特性として、植栽から間
伐までの長期収支は必然的に赤字とな
るなど、経済的障壁を有する蓋然性が高
いため追加性の評価は不要とする。

天然更新ではなく再造林を選択
するためには大幅な追加的経費
の負担が必要となり、経済的障
壁を有する蓋然性が高いため、
追加性の評価は不要とする。

認証対象期間（主伐箇所
のみ：＋10年間の再造林・
保育経費）の収支見込が
赤字となるか

追加性を認定（現行規定どおり）。 追加性なし

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
へ
の
移
行
を
推
進
す
る

ツ
ー
ル
と
し
て
、Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
に
注
目
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
２
０
１
３
年
度
の
制
度
発
足
以
降
、
２
０
２

１
年
度
末
ま
で
の
累
計
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
量
８
０
３
・
５

万
t‐

C
O
2
の
う
ち
、
森
林
経
営
活
動
か
ら
の
認
証
量
は

12
・
８
万
t‐

C
O
2
（
１
・
６
％
）
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
購
入
し
よ
う
と
す
る
需
要
家
か
ら
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
に
は
、
森
林
分
野
に
お
い
て
ク
レ
ジ
ッ

ト
供
給
量
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
森
林
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
拡
大
に
向
け
、Ｊ

‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
運
営
委
員
会
の
下
に
森
林
小
委
員
会

を
設
置
し
て
制
度
の
見
直
し
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
さ

る
８
月
５
日
、
森
林
小
委
員
会
で
の
議
論
の
成
果
に
つ
い

て
、
第
27
回
Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
運
営
委
員
会
に
お
い

て
審
議
さ
れ
、
森
林
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
制
度
改
定
が

決
定
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
定
に
よ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
施
地
に
お
い
て
、①
主
伐
が
計
画
さ
れ
て
い
な
い
場

合
、②
主
伐
が
計
画
さ
れ
て
い
る
個
所
の
全
て
に
お
い
て
再

造
林
が
計
画
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
収
支
見
込
の
評
価
は

不
要
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
主
伐
後
に
再
造
林
を
実
施
し
た
場
合
の
排
出
量
・
吸

収
量
の
算
定
方
法
の
見
直
し

　
吸
収
量
の
算
定
に
当
た
っ
て
主
伐
は
「
排
出
」
と
し
て

計
上
さ
れ
ま
す
が
、
今
回
の
改
定
に
よ
り
、
主
伐
後
の
伐

採
跡
地
に
再
造
林
を
実
施
し
た
場
合
は
、
植
栽
樹
種
が
標

準
伐
期
齢
等
（
森
林
経
営
計
画
の
認
定
要
件
と
し
て
定
め

ら
れ
て
い
る
主
伐
の
下
限
林
齢
）
に
達
し
た
時
点
の
炭
素

蓄
積
を
主
伐
時
に
計
上
し
た
排
出
量
か
ら
控
除
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
図
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、

ス
ギ
１
ha
の
主
伐
は
５
０
０
t‐

C
O
2
の
排
出
が
計
上
さ

れ
る
一
方
、
そ
の
後
再
造
林
を
行
え
ば
、
ス
ギ
の
標
準
伐

期
齢
到
達
時
点
の
４
０
０
t‐

C
O
2
が
控
除
さ
れ
る
イ
メ

ー
ジ
と
な
り
ま
す
。
再
造
林
後
の
林
分
の
成
長
過
程
を
通

じ
た
吸
収
量
に
つ
い
て
は
、
当
該
林
分
が
標
準
伐
期
齢
等

に
達
す
る
ま
で
認
証
申
請
で
き
ま
せ
ん
が
、
植
栽
保
育
な

ど
最
も
経
費
を
要
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
収
入

を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

（
３
）
伐
採
木
材
の
炭
素
固
定
量
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
化

　
今
回
の
改
定
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
地
か
ら
出
荷
さ

れ
た
原
木
に
つ
い
て
、
建
築
等
向
け
木
材
製
品
に
加
工
さ

れ
て
、
か
つ
、
そ
れ
が
90
年
以
上
廃
棄
さ
れ
ず
に
利
用
さ

れ
続
け
る
炭
素
固
定
量
を
算
定
対
象
に
追
加
で
き
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

（
４
）
再
造
林
活
動
方
法
論
（
F
O‐

０
０
３
）
の
新
設

　
主
伐
後
の
再
造
林
が
進
ま
な
い
現
状
を
踏
ま
え
、 

造
林

未
済
地
を
対
象
と
し
て
森
林
の
土
地
の
所
有
者
以
外
の
者

又
は
再
造
林
の
た
め
に
無
立
木
地
を
取
得
し
た
者
が
再
造

林
を
行
う
場
合
に
、
当
該
森
林
が
最
大
16
年
生
に
達
す
る

ま
で
の
吸
収
量
を
認
証
申
請
で
き
る
新
た
な
方
法
論
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

●
そ
の
他
改
正
事
項

（
１
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
区
域
内
の
天
然
生
林
の
吸
収
量

算
定
対
象
へ
の
追
加

　
森
林
施
業
の
対
象
と
な
る
育
成
林
に
加
え
、
森
林
経
営

計
画
作
成
区
域
内
の
保
安
林
等
に
指
定
さ
れ
た
天
然
生
林

で
あ
っ
て
、
森
林
の
保
護
に
係
る
活
動
（
森
林
病
害
虫
の

駆
除
・
予
防
、
鳥
獣
害
の
防
止
、
火
災
予
防
等
）
が
実
施

さ
れ
た
区
域
を
算
定
対
象
に
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
認
証
対
象
期
間
の
延
長

　
原
則
８
年
間
と
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
認
証
対

象
期
間
に
つ
い
て
、
最
大
16
年
間
に
延
長
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　
我
が
国
の
人
工
林
が
成
熟
化
す
る
中
、「
伐
っ
て
、
使
っ

て
、
植
え
る
」
循
環
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
木
材
利
用
を

通
じ
た
炭
素
の
貯
蔵
効
果
を
高
め
る
と
と
も
に
、
成
長
が

旺
盛
な
若
い
森
林
を
増
や
す
こ
と
が
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
へ
の
貢
献
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
回

の
Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
に
お
け
る
森
林
管
理
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
制
度
見
直
し
に
よ
り
森
林
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
が

促
進
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
販
売
収
入
を
通

じ
て
林
業
経
営
の
安
定
化
が
図
ら
れ
、
ひ
い
て
は
さ
ら
な

る
林
業
の
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
中
長
期
的
な
森
林
吸

収
量
の
確
保
・
強
化
に
つ
な
が
る
好
循
環
を
生
み
出
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

〈
森
林
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
制
度
見
直
し
〉

（
１
）
追
加
性
要
件
の
見
直
し

　
追
加
性
要
件
と
は
、｠

Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
が
存
在
し

な
け
れ
ば
実
施
さ
れ
な
い
追
加
的
な
活
動
で
あ
る
こ
と
の

証
明
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
経
済
的
障
壁

の
有
無
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
認
証

対
象
期
間
中
（
８
年
間
）
の
収
支
見
込
が
赤
字
で
あ
る
こ

と
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
登
録
に
当
た
っ
て
の
追
加
性
要
件
と
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J-クレジット制度における
森林管理プロジェクトに
係る制度の見直しについて

J-クレジット制度における
森林管理プロジェクトに
係る制度の見直しについて

J-クレジット制度における
森林管理プロジェクトに
係る制度の見直しについて

J-クレジット制度における
森林管理プロジェクトに
係る制度の見直しについて



見直し前 見直し後

 

主伐を含む森林プロジェクトの吸収量・排出量計上の見直しイメージ

主伐後に再造林
すれば、標準伐期齢
までの吸収分+400t
を排出から控除-100t-500t

主伐

-500t
主伐

+100t
間伐

+100t
間伐

+400t
制度改正

期間計

※排出過多のため
クレジット認証不可

-100t-CO₂

森林プロジェクトのエリア
主伐・再造林した区域
保育・間伐した区域

間伐した森林の吸収量
=+900t-CO₂（8年間）
主伐した森林の排出量
=－1000t-CO₂

間伐

+200t
間伐

+100t
間伐

-100t

+100t+100t

+100t

+400t

+200t

期間計

※クレジット認証可
+700t-CO₂

間伐した森林の吸収量
=＋900t-CO₂（8年間）
主伐した森林の排出量
=－200t-CO₂

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
へ
の
移
行
を
推
進
す
る

ツ
ー
ル
と
し
て
、Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
に
注
目
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
２
０
１
３
年
度
の
制
度
発
足
以
降
、
２
０
２

１
年
度
末
ま
で
の
累
計
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
量
８
０
３
・
５

万
t‐

C
O
2
の
う
ち
、
森
林
経
営
活
動
か
ら
の
認
証
量
は

12
・
８
万
t‐

C
O
2
（
１
・
６
％
）
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
購
入
し
よ
う
と
す
る
需
要
家
か
ら
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
に
は
、
森
林
分
野
に
お
い
て
ク
レ
ジ
ッ

ト
供
給
量
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
森
林
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
拡
大
に
向
け
、Ｊ

‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
運
営
委
員
会
の
下
に
森
林
小
委
員
会

を
設
置
し
て
制
度
の
見
直
し
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
さ

る
８
月
５
日
、
森
林
小
委
員
会
で
の
議
論
の
成
果
に
つ
い

て
、
第
27
回
Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
運
営
委
員
会
に
お
い

て
審
議
さ
れ
、
森
林
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
制
度
改
定
が

決
定
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
定
に
よ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
施
地
に
お
い
て
、①
主
伐
が
計
画
さ
れ
て
い
な
い
場

合
、②
主
伐
が
計
画
さ
れ
て
い
る
個
所
の
全
て
に
お
い
て
再

造
林
が
計
画
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
収
支
見
込
の
評
価
は

不
要
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
主
伐
後
に
再
造
林
を
実
施
し
た
場
合
の
排
出
量
・
吸

収
量
の
算
定
方
法
の
見
直
し

　
吸
収
量
の
算
定
に
当
た
っ
て
主
伐
は
「
排
出
」
と
し
て

計
上
さ
れ
ま
す
が
、
今
回
の
改
定
に
よ
り
、
主
伐
後
の
伐

採
跡
地
に
再
造
林
を
実
施
し
た
場
合
は
、
植
栽
樹
種
が
標

準
伐
期
齢
等
（
森
林
経
営
計
画
の
認
定
要
件
と
し
て
定
め

ら
れ
て
い
る
主
伐
の
下
限
林
齢
）
に
達
し
た
時
点
の
炭
素

蓄
積
を
主
伐
時
に
計
上
し
た
排
出
量
か
ら
控
除
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
図
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、

ス
ギ
１
ha
の
主
伐
は
５
０
０
t‐

C
O
2
の
排
出
が
計
上
さ

れ
る
一
方
、
そ
の
後
再
造
林
を
行
え
ば
、
ス
ギ
の
標
準
伐

期
齢
到
達
時
点
の
４
０
０
t‐

C
O
2
が
控
除
さ
れ
る
イ
メ

ー
ジ
と
な
り
ま
す
。
再
造
林
後
の
林
分
の
成
長
過
程
を
通

じ
た
吸
収
量
に
つ
い
て
は
、
当
該
林
分
が
標
準
伐
期
齢
等

に
達
す
る
ま
で
認
証
申
請
で
き
ま
せ
ん
が
、
植
栽
保
育
な

ど
最
も
経
費
を
要
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
収
入

を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

（
３
）
伐
採
木
材
の
炭
素
固
定
量
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
化

　
今
回
の
改
定
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
地
か
ら
出
荷
さ

れ
た
原
木
に
つ
い
て
、
建
築
等
向
け
木
材
製
品
に
加
工
さ

れ
て
、
か
つ
、
そ
れ
が
90
年
以
上
廃
棄
さ
れ
ず
に
利
用
さ

れ
続
け
る
炭
素
固
定
量
を
算
定
対
象
に
追
加
で
き
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

（
４
）
再
造
林
活
動
方
法
論
（
F
O‐
０
０
３
）
の
新
設

　
主
伐
後
の
再
造
林
が
進
ま
な
い
現
状
を
踏
ま
え
、 

造
林

未
済
地
を
対
象
と
し
て
森
林
の
土
地
の
所
有
者
以
外
の
者

又
は
再
造
林
の
た
め
に
無
立
木
地
を
取
得
し
た
者
が
再
造

林
を
行
う
場
合
に
、
当
該
森
林
が
最
大
16
年
生
に
達
す
る

ま
で
の
吸
収
量
を
認
証
申
請
で
き
る
新
た
な
方
法
論
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

●
そ
の
他
改
正
事
項

（
１
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
区
域
内
の
天
然
生
林
の
吸
収
量

算
定
対
象
へ
の
追
加

　
森
林
施
業
の
対
象
と
な
る
育
成
林
に
加
え
、
森
林
経
営

計
画
作
成
区
域
内
の
保
安
林
等
に
指
定
さ
れ
た
天
然
生
林

で
あ
っ
て
、
森
林
の
保
護
に
係
る
活
動
（
森
林
病
害
虫
の

駆
除
・
予
防
、
鳥
獣
害
の
防
止
、
火
災
予
防
等
）
が
実
施

さ
れ
た
区
域
を
算
定
対
象
に
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
認
証
対
象
期
間
の
延
長

　
原
則
８
年
間
と
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
認
証
対

象
期
間
に
つ
い
て
、
最
大
16
年
間
に
延
長
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　
我
が
国
の
人
工
林
が
成
熟
化
す
る
中
、「
伐
っ
て
、
使
っ

て
、
植
え
る
」
循
環
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
木
材
利
用
を

通
じ
た
炭
素
の
貯
蔵
効
果
を
高
め
る
と
と
も
に
、
成
長
が

旺
盛
な
若
い
森
林
を
増
や
す
こ
と
が
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
へ
の
貢
献
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
回

の
Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
に
お
け
る
森
林
管
理
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
制
度
見
直
し
に
よ
り
森
林
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
が

促
進
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
販
売
収
入
を
通

じ
て
林
業
経
営
の
安
定
化
が
図
ら
れ
、
ひ
い
て
は
さ
ら
な

る
林
業
の
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
中
長
期
的
な
森
林
吸

収
量
の
確
保
・
強
化
に
つ
な
が
る
好
循
環
を
生
み
出
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

〈
森
林
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
制
度
見
直
し
〉

（
１
）
追
加
性
要
件
の
見
直
し

　
追
加
性
要
件
と
は
、｠

Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
が
存
在
し

な
け
れ
ば
実
施
さ
れ
な
い
追
加
的
な
活
動
で
あ
る
こ
と
の

証
明
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
経
済
的
障
壁

の
有
無
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
認
証

対
象
期
間
中
（
８
年
間
）
の
収
支
見
込
が
赤
字
で
あ
る
こ

と
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
登
録
に
当
た
っ
て
の
追
加
性
要
件
と
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２　
2
0
2
2
年
上
半
期
の
木
材
輸
入
実
績

本
年
上
半
期
（
6
カ
月
分
、
以
下
同
）
の
木
材
輸
入
額
は
、
前

年
同
期
比
60
％
増
の
8
，
5
2
7
億
円
で
し
た
。
国
別
に
見
る

と
、
E
U
が
同
1
6
1
％
増
、
ロ
シ
ア
が
同
96
％
増
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
が
同
68
％
増
、
米
国
が
同
63
％
増
、
カ
ナ
ダ
が
同
56
％
増
、

ベ
ト
ナ
ム
が
同
47
％
増
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
同
46
％
増
、
中
国
が
同

40
％
増
と
軒
並
み
増
加
し
ま
し
た
（
図
1
）
。
木
材
の
産
地
価
格

が
高
止
ま
り
し
て
い
る
ほ
か
、
円
安
等
の
影
響
で
輸
入
額
が
急
増

し
ま
し
た
。
昨
年
は
、
E
U
に
代
わ
っ
て
、
中
国
が
木
材
輸
入
額

第
一
位
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
上
半
期
は
、
再
び
E
U
が
第
一

位
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
上
半
期
の
丸
太
輸
入
量
は
、
前
年
同
期
比
２
％
増
の

1
4
0
・
5
万
㎥
で
し
た
。
国
別
に
見
る
と
、
米
国
が
同
８
％
増

の
86
・
0
万
㎥
と
な
っ
た
一
方
、
カ
ナ
ダ
が
同
５
％
減
の
37
・
9

万
㎥
、
N
Z
は
同
５
％
減
の
13
・
6
万
㎥
と
な
り
ま
し
た
（
図

２
）
。
カ
ナ
ダ
は
、
国
内
向
け
需
要
が
優
先
さ
れ
た
こ
と
か
ら
対

日
輸
出
量
が
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、
N
Z
は
主
要
な
輸
出
先
で

あ
る
中
国
の
需
要
が
減
退
し
た
た
め
生
産
量
が
減
少
し
、
日
本
へ

の
輸
出
量
も
減
少
し
ま
し
た
。

本
年
上
半
期
の
製
材
輸
入
量
は
、
前
年
同
期
比
21
％
増
の

2
7
1
・
0
万
㎥
で
し
た
。
国
別
に
見
る
と
、
カ
ナ
ダ
が
同
12
％

減
の
53
・
1
万
㎥
と
な
っ
た
一
方
、
E
U
が
同
34
％
増
の

1
3
6
・
5
万
㎥
、
ロ
シ
ア
が
同
36
％
増
の
48
・
7
万
㎥
と
な
り

ま
し
た
（
図
２
）
。

各
国
の
輸
入
量
を
月
別
に
見
る
と
、
カ
ナ
ダ
は
、
昨
年
８
月
か

ら
本
年
２
月
ま
で
減
少
傾
向
が
続
い
た
後
、
本
年
３
月
か
ら
は
増
減

を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
（
図
3
）
。
E
U
は
昨
年
11
月
か
ら
本
年
１

月
ま
で
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
本
年
２
月
か
ら
は
減
少
傾
向

と
な
り
、
本
年
５
月
か
ら
再
び
増
加
傾
向
に
転
じ
ま
し
た
（
図

4
）
。
ロ
シ
ア
は
昨
年
８
月
か
ら
昨
年
12
月
ま
で
増
加
傾
向
が
続
い

た
後
、
増
減
を
繰
り
返
し
、
４
月
に
一
旦
大
き
く
減
少
し
ま
し
た

が
、
５
月
以
降
は
、
再
度
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
５
）
。

板
の
ロ
シ
ア
へ
の
輸
出
を
禁
止
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
４
月
以

降
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
単
板
輸
入
が
止
ま
っ
て
い
ま
す
。
（
図

７
）
。

４　
お
わ
り
に

昨
年
春
に
発
生
し
た
、
い
わ
ゆ
る
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
は
、
北
米

の
住
宅
需
要
の
高
ま
り
が
要
因
の
一
つ
で
し
た
。
今
年
上
半
期
の

米
国
の
住
宅
着
工
戸
数
は
、
1
月
以
降
、
1
7
0
万
戸
前
後
（
季

節
調
整
、
年
率
換
算
値
）
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、
住
宅
ロ
ー

ン
金
利
の
上
昇
な
ど
で
、
５
月
以
降
は
1
5
0
万
戸
台
ま
で
下
落

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
米
の
製
材
価
格
は
、
本
年
２
月
に
、

1
，
3
0
3
ド
ル
/
m
b
f
を
記
録
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
急
落

し
、
６
月
に
は
5
7
8
ド
ル
/
m
b
f
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
動
向
も
、
世
界
の

木
材
貿
易
へ
の
影
響
に
不
透
明
感
を
高
め
て
い
ま
す
。

林
野
庁
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き
、
木
材
輸
入
の
動
向
に
関
す

る
情
報
を
積
極
的
に
公
表
し
て
ま
い
り
ま
す
。

2022年上半期（１～６月）の
木材輸入実績について
2022年上半期（１～６月）の
木材輸入実績について

TOPICS2

本
年
上
半
期
の
合
板
輸
入
量
は
、
前
年
同
期
比
16
％
増
の

1
0
4
・
6
万
㎥
で
し
た
。
国
別
に
見
る
と
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
同

０
％
減
の
41
・
9
万
㎥
と
な
る
一
方
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
同
19
％

増
の
40
・
0
万
㎥
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
中
国
か
ら
の
輸
入
が

同
1
5
8
％
増
と
急
増
し
て
お
り
、
ベ
ト
ナ
ム
を
抜
い
て
第
３
位

の
輸
入
相
手
国
と
な
り
ま
し
た
（
図
２
）
。

本
年
上
半
期
の
集
成
材
輸
入
量
は
、
前
年
同
期
比
25
％
増
の

56
・
4
万
㎥
と
な
り
ま
し
た
。
国
別
に
見
る
と
、
E
U
が
同
23
％

増
の
43
・
4
万
㎥
で
、
全
体
の
77
％
を
占
め
て
い
ま
す
（
図

２
）
。
構
造
用
集
成
材
に
限
る
と
、
輸
入
量
計
は
同
24
％
増
の

49
・
1
万
㎥
、
そ
の
う
ち
E
U
が
同
24
％
増
の
42
・
3
万
㎥
と
な

り
ま
し
た

E
U
か
ら
の
輸
入
量
を
月
別
に
見
る
と
、
1
月
以
降
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
し
た
が
、
4
月
以
降
は
概
ね
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
ま

す
（
図
６
）
。

３　
ロ
シ
ア
か
ら
の
木
材
輸
入
を
巡
る
情
勢

ロ
シ
ア
は
、
本
年
３
月
に
、
我
が
国
を
含
む
「
非
友
好
国
」
に

対
し
て
、
チ
ッ
プ
、
丸
太
、
単
板
の
輸
出
を
禁
止
し
ま
し
た
。
一

方
、
我
が
国
も
４
月
に
同
品
目
の
輸
入
を
禁
止
し
、
ロ
シ
ア
へ
の

最
恵
国
待
遇
を
撤
回
し
ま
し
た
。
ま
た
、
６
月
に
は
、
針
葉
樹
単
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図2. 2020～2022年の上半期における品目別木材輸入量

図1. 2020～2022年の上半期における木材輸入額
（億円）
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2022年上半期（１～６月）は、昨年から続く、いわゆるウッドショックの影響で、木材価格が高値を維持する中、ロシアによるウクライナ侵攻に
起因するＧ７各国をはじめとした各種制裁等により、世界の木材貿易が混乱し、我が国の木材輸入も大きな影響を受けました。

本稿では、2022年上半期における木材輸入の実績を輸入額と品目別輸入量に着目して紹介します。

2022年上半期（１～６月）は、昨年から続く、いわゆるウッドショックの影響で、木材価格が高値を維持する中、ロシアによるウクライナ侵攻に
起因するＧ７各国をはじめとした各種制裁等により、世界の木材貿易が混乱し、我が国の木材輸入も大きな影響を受けました。

本稿では、2022年上半期における木材輸入の実績を輸入額と品目別輸入量に着目して紹介します。

はじめにはじめに1

（
１
）
木
材
輸
入
額

（
２
）
丸
太

（
３
）
製
材



２　
2
0
2
2
年
上
半
期
の
木
材
輸
入
実
績

本
年
上
半
期
（
6
カ
月
分
、
以
下
同
）
の
木
材
輸
入
額
は
、
前

年
同
期
比
60
％
増
の
8
，
5
2
7
億
円
で
し
た
。
国
別
に
見
る

と
、
E
U
が
同
1
6
1
％
増
、
ロ
シ
ア
が
同
96
％
増
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
が
同
68
％
増
、
米
国
が
同
63
％
増
、
カ
ナ
ダ
が
同
56
％
増
、

ベ
ト
ナ
ム
が
同
47
％
増
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
同
46
％
増
、
中
国
が
同

40
％
増
と
軒
並
み
増
加
し
ま
し
た
（
図
1
）
。
木
材
の
産
地
価
格

が
高
止
ま
り
し
て
い
る
ほ
か
、
円
安
等
の
影
響
で
輸
入
額
が
急
増

し
ま
し
た
。
昨
年
は
、
E
U
に
代
わ
っ
て
、
中
国
が
木
材
輸
入
額

第
一
位
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
上
半
期
は
、
再
び
E
U
が
第
一

位
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
上
半
期
の
丸
太
輸
入
量
は
、
前
年
同
期
比
２
％
増
の

1
4
0
・
5
万
㎥
で
し
た
。
国
別
に
見
る
と
、
米
国
が
同
８
％
増

の
86
・
0
万
㎥
と
な
っ
た
一
方
、
カ
ナ
ダ
が
同
５
％
減
の
37
・
9

万
㎥
、
N
Z
は
同
５
％
減
の
13
・
6
万
㎥
と
な
り
ま
し
た
（
図

２
）
。
カ
ナ
ダ
は
、
国
内
向
け
需
要
が
優
先
さ
れ
た
こ
と
か
ら
対

日
輸
出
量
が
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、
N
Z
は
主
要
な
輸
出
先
で

あ
る
中
国
の
需
要
が
減
退
し
た
た
め
生
産
量
が
減
少
し
、
日
本
へ

の
輸
出
量
も
減
少
し
ま
し
た
。

本
年
上
半
期
の
製
材
輸
入
量
は
、
前
年
同
期
比
21
％
増
の

2
7
1
・
0
万
㎥
で
し
た
。
国
別
に
見
る
と
、
カ
ナ
ダ
が
同
12
％

減
の
53
・
1
万
㎥
と
な
っ
た
一
方
、
E
U
が
同
34
％
増
の

1
3
6
・
5
万
㎥
、
ロ
シ
ア
が
同
36
％
増
の
48
・
7
万
㎥
と
な
り

ま
し
た
（
図
２
）
。

各
国
の
輸
入
量
を
月
別
に
見
る
と
、
カ
ナ
ダ
は
、
昨
年
８
月
か
ら

本
年
２
月
ま
で
減
少
傾
向
が
続
い
た
後
、
本
年
３
月
か
ら
は
増
減
を

繰
り
返
し
て
い
ま
す
（
図
3
）
。
E
U
は
昨
年
11
月
か
ら
本
年
１
月

ま
で
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
本
年
２
月
か
ら
は
減
少
傾
向
と

な
り
、
本
年
５
月
か
ら
再
び
増
加
傾
向
に
転
じ
ま
し
た
（
図
4
）
。

ロ
シ
ア
は
昨
年
８
月
か
ら
昨
年
12
月
ま
で
増
加
傾
向
が
続
い
た
後
、

増
減
を
繰
り
返
し
、
４
月
に
一
旦
大
き
く
減
少
し
ま
し
た
が
、
５
月

以
降
は
、
再
度
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
５
）
。

板
の
ロ
シ
ア
へ
の
輸
出
を
禁
止
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
４
月
以

降
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
単
板
輸
入
が
止
ま
っ
て
い
ま
す
。
（
図

７
）
。

４　
お
わ
り
に

昨
年
春
に
発
生
し
た
、
い
わ
ゆ
る
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
は
、
北
米

の
住
宅
需
要
の
高
ま
り
が
要
因
の
一
つ
で
し
た
。
今
年
上
半
期
の

米
国
の
住
宅
着
工
戸
数
は
、
1
月
以
降
、
1
7
0
万
戸
前
後
（
季

節
調
整
、
年
率
換
算
値
）
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、
住
宅
ロ
ー

ン
金
利
の
上
昇
な
ど
で
、
５
月
以
降
は
1
5
0
万
戸
台
ま
で
下
落

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
米
の
製
材
価
格
は
、
本
年
２
月
に
、

1
，
3
0
3
ド
ル
/
m
b
f
を
記
録
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
急
落

し
、
６
月
に
は
5
7
8
ド
ル
/
m
b
f
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
動
向
も
、
世
界
の

木
材
貿
易
へ
の
影
響
に
不
透
明
感
を
高
め
て
い
ま
す
。

林
野
庁
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き
、
木
材
輸
入
の
動
向
に
関
す

る
情
報
を
積
極
的
に
公
表
し
て
ま
い
り
ま
す
。

TOPICS2 2022年上半期（１～６月）の木材輸入実績について

※
毎
月
の
木
材
輸
入
実
績
は
、
翌
々
月
の
上
旬
に
林
野
庁

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
活
用
下

さ
い
。http

s://w
w
w
.rinya.m

aff.go
.jp/-

j/boutai/yunyuu/boueki.htm
l

※
グ
ラ
フ
は
全
て
、
財
務
省
「
貿
易
統
計
」
か
ら
作
成
。

本
年
上
半
期
の
合
板
輸
入
量
は
、
前
年
同
期
比
16
％
増
の

1
0
4
・
6
万
㎥
で
し
た
。
国
別
に
見
る
と
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
同

０
％
減
の
41
・
9
万
㎥
と
な
る
一
方
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
同
19
％

増
の
40
・
0
万
㎥
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
中
国
か
ら
の
輸
入
が

同
1
5
8
％
増
と
急
増
し
て
お
り
、
ベ
ト
ナ
ム
を
抜
い
て
第
３
位

の
輸
入
相
手
国
と
な
り
ま
し
た
（
図
２
）
。

本
年
上
半
期
の
集
成
材
輸
入
量
は
、
前
年
同
期
比
25
％
増
の

56
・
4
万
㎥
と
な
り
ま
し
た
。
国
別
に
見
る
と
、
E
U
が
同
23
％

増
の
43
・
4
万
㎥
で
、
全
体
の
77
％
を
占
め
て
い
ま
す
（
図

２
）
。
構
造
用
集
成
材
に
限
る
と
、
輸
入
量
計
は
同
24
％
増
の

49
・
1
万
㎥
、
そ
の
う
ち
E
U
が
同
24
％
増
の
42
・
3
万
㎥
と
な

り
ま
し
た

E
U
か
ら
の
輸
入
量
を
月
別
に
見
る
と
、
1
月
以
降
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
し
た
が
、
4
月
以
降
は
概
ね
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
ま

す
（
図
６
）
。

３　
ロ
シ
ア
か
ら
の
木
材
輸
入
を
巡
る
情
勢

ロ
シ
ア
は
、
本
年
３
月
に
、
我
が
国
を
含
む
「
非
友
好
国
」
に

対
し
て
、
チ
ッ
プ
、
丸
太
、
単
板
の
輸
出
を
禁
止
し
ま
し
た
。
一

方
、
我
が
国
も
４
月
に
同
品
目
の
輸
入
を
禁
止
し
、
ロ
シ
ア
へ
の

最
恵
国
待
遇
を
撤
回
し
ま
し
た
。
ま
た
、
６
月
に
は
、
針
葉
樹
単
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図3. カナダからの月別製材輸入量図4. EUからの月別製材輸入図5. ロシアからの製材輸入量

図6. EUからの月別集成材輸入量

図7. ロシアからの単板輸入量
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宇
和
島
市
、
松
野
町
、
鬼
北
町

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
取
組

     

〜
地
球
を
潤
す
森
林
環
境
保
全
へ
の
プ
ロ
セ
ス
〜

市
町
が
連
携
し
た
地
域
の

               
「
森
づ
く
り
」と「
人
づ
く
り
」

Vol.

6

令
和
３
年
度
ま
で
に
、
本
制
度
対
象
森

林
約
２
万
１
千
ha
の
う
ち
、
５
，
７
５
６

ha
で
意
向
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
41 

ha
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
が
「
経

営
管
理
権
集
積
計
画
」
を
策
定
し
て
、
経

営
管
理
権
を
設
定
し
ま
し
た
。
更
に
、
そ

シリーズ

12林野 2022.9 No.186

ま
で
幅
広
く
学
ぶ
総
合
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
長
期
研
修
で
す
。
第
一
期
生
と
な
る

受
講
生
は
３
名
で
し
た
。

令
和
５
年
度
か
ら
は
、
長
期
研
修
に
加

え
、
技
術
向
上
・
労
働
安
全
衛
生
に
重
点

を
置
い
た
短
期
研
修
を
開
設
す
る
予
定
で

す
。Ｉ
タ
ー
ン
・Ｕ
タ
ー
ン
者
等
が
、
速

や
か
に
就
業
で
き
る
内
容
と
す
る
こ
と

で
、
当
地
域
に
お
け
る
担
い
手
不
足
の
解

消
に
つ
な
げ
て
い
く
考
え
で
す
。

5
　
お
わ
り
に

本
地
域
で
は
、「
森
づ
く
り
事
業
」と「
人

づ
く
り
事
業
」
の
取
組
を
通
じ
て
、
森
林

整
備
の
加
速
と
担
い
手
不
足
の
解
消
を
図

っ
て
い
く
方
針
で
す
。
今
後
も
、
３
市
町

と
セ
ン
タ
ー
が
足
並
み
を
揃
え
、
愛
媛
県

や
、
県
か
ら
の
委
託
を
受
け
た
支
援
組
織

で
あ
る
（
公
財
）
愛
媛
の
森
林
基
金 

森

林
管
理
支
援
セ
ン
タ
ー
と
も
協
力
し
な
が

ら
、
森
林
経
営
管
理
制
度
の
推
進
に
尽
力

し
て
参
り
ま
す
。

1
　
は
じ
め
に

愛
媛
県
の
宇
和
島
市
、
松
野
町
及
び
鬼

北
町
の
３
市
町
は
、県
南
西
部
に
位
置
し
、

一
次
産
業
が
盛
ん
で
す
。

本
地
域
は
、
鬼
ヶ
城
山
系
な
ど
千
ｍ
級

の
山
々
に
囲
ま
れ
、
森
林
率
は
、
宇
和
島

市
が
７
割
、
松
野
町
・
鬼
北
町
が
８
割
以

上
と
、
豊
富
な
森
林
資
源
を
有
し
て
い

ま
す
。

令
和
元
年
度
に
森
林
経
営
管
理
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
３

市
町
は
新
た
な
連
携
組
織
と
し
て
、「
南

予
森
林
管
理
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立

し
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
な
が
ら
、
森
林
経
営
管
理
制
度
と
人
材

育
成
を
進
め
る
同
セ
ン
タ
ー
の
取
組
を
紹

介
し
ま
す
。

2
　
南
予
森
林
管
理
推
進
セ
ン
タ
ー

森
林
経
営
管
理
制
度
の
推
進
に
当
た
っ

て
、
各
市
町
に
は
、
主
導
的
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
林

業
専
門
の
職
員
や
森
林
経
営
に
関
す
る
ノ

ウ
ハ
ウ
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
令
和
元
年
12
月
20
日
、
3

市
町
、南
予
森
林
組
合
等
が
共
同
で
「（
一

社
）
南
予
森
林
管
理
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を

設
立
し
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
管

内
の
森
林
を
適
切
に
管
理
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
と
連
絡
調
整
を
図
り
な
が
ら
、

「
森
づ
く
り
事
業
」
と
「
人
づ
く
り
事
業
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
、
各
市
町
の
譲
与

税
額
の
比
率
に
応
じ
た
負
担
金
に
よ
り
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
の
負
担
金

同
制
度
に
基
づ
く
意
向
調
査
の
際
に
、

森
林
所
有
者
か
ら
同
意
を
得
た
上
で
、
調

査
結
果
を
事
業
体
に
提
供
す
る
こ
と
で
、

事
業
体
が
主
体
的
に
森
林
整
備
を
行
え
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。（
Ｉ
Ｍ
Ｍ【
情
報
に

基
づ
く
経
営
管
理
方
式
】）。

愛媛県南予地域

森林組合

（一社）南予森林管理推進センター

愛媛県森林管理
支援センター

県

委託

事務局（3名）

職員（4名）

林業普及指導員
市町併任派遣（2名）

技術職員常駐派遣（1名）

宇和島市

松野町

鬼北町

職
員
派
遣

職
員
派
遣

四国中央市
西条市

上島町

今治市

松山市

久万高原町

松前町

伊予市

内子町大洲市

西予市

松野町

愛南町

伊方町

額
は
、
宇
和
島
市
７
，
０
０
３
千
円
（
令

和
３
年
度
譲
与
額：３
９
，６
０
７
千
円
）、

松
野
町
２
，
５
１
２
千
円
（
令
和
３
年
度

譲
与
額
：
１
４
，
２
９
５
千
円
）、
鬼
北

町
８
，
５
８
５
千
円
（
令
和
３
年
度
譲
与

額
：
４
８
，
８
４
８
千
円
）
で
す
。

 3
　
森
づ
く
り
事
業

地
域
の
森
林
を
適
切
に
管
理
し
て
次
の

世
代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、「
森
づ
く
り
事

業
」
で
は
、
森
林
経
営
管
理
制
度
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

の
う
ち
26 

ha
で
は
「
経

営
管
理
実
施
権
配
分
計

画
」
を
作
成
し
て
、
林

業
事
業
体
へ
再
委
託
す

る
一
方
、
３
ha
で
は
市

町
自
身
で
保
育
間
伐
を

実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
意
向
調
査
を

実
施
し
た
森
林
の
う
ち

約
５
０
０
ha
に
つ
い
て

は
、
林
業
事
業
体
が
森

林
経
営
計
画
の
策
定
に

よ
る
集
約
化
に
取
り
組

み
、
今
後
、
森
林
整
備

を
行
う
見
込
み
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
森
林

経
営
管
理
制
度
に
よ

る
公
的
な
集
積
の
取

組
と
、
林
業
事
業
体

に
よ
る
集
約
化
の
取

組
の
双
方
に
よ
り
、

迅
速
な
森
林
整
備
に

繋
げ
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
森
林
経
営
管
理
制
度
に
係

る
事
務
手
続
き
等
を
効
率
化
す
る
た
め
、

既
存
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
拡
張
し
て
、「
森
林
経

営
管
理
制
度
進
捗
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
作

成
し
ま
し
た
。
同
シ
ス
テ
ム
は
今
年
度
か

ら
運
用
を
開
始
し
て
お
り
、
意
向
調
査
票

の
発
送
・
集
計
、
経
営
管
理
権
集
積
計
画

（
案
）・
経
営
管
理
実
施
権
配
分
計
画
（
案
）

の
作
成
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

4
　
人
づ
く
り
事
業

「
人
づ
く
り
事
業
」
は
、
林
業
の
持
続

的
か
つ
健
全
な
発
展
に
必
要
な
人
材
を
確

保
・
育
成
す
る
た
め
の
事
業
で
す
。　

同
事
業
の
核
と
し
て
、
令
和
４
年
４
月

12
日
に
「
南
予
森
林
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
開

講
し
ま
し
た
。
同
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、森
林
・

林
業
の
基
礎
か
ら
資
格
取
得
、
現
場
実
習

新居浜市砥
部
町

南予森林管理推進センター

今治支局

東予地方局

本 庁

中予地方局

八
幡
浜
市

八幡浜支局
東温市

南予地方局

宇和島市

鬼北市



令
和
３
年
度
ま
で
に
、
本
制
度
対
象
森

林
約
２
万
１
千
ha
の
う
ち
、
５
，
７
５
６

ha
で
意
向
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
41 

ha
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
が
「
経

営
管
理
権
集
積
計
画
」
を
策
定
し
て
、
経

営
管
理
権
を
設
定
し
ま
し
た
。
更
に
、
そ
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ま
で
幅
広
く
学
ぶ
総
合
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
長
期
研
修
で
す
。
第
一
期
生
と
な
る

受
講
生
は
３
名
で
し
た
。

令
和
５
年
度
か
ら
は
、
長
期
研
修
に
加

え
、
技
術
向
上
・
労
働
安
全
衛
生
に
重
点

を
置
い
た
短
期
研
修
を
開
設
す
る
予
定
で

す
。Ｉ
タ
ー
ン
・Ｕ
タ
ー
ン
者
等
が
、
速

や
か
に
就
業
で
き
る
内
容
と
す
る
こ
と

で
、
当
地
域
に
お
け
る
担
い
手
不
足
の
解

消
に
つ
な
げ
て
い
く
考
え
で
す
。

5
　
お
わ
り
に

本
地
域
で
は
、「
森
づ
く
り
事
業
」と「
人

づ
く
り
事
業
」
の
取
組
を
通
じ
て
、
森
林

整
備
の
加
速
と
担
い
手
不
足
の
解
消
を
図

っ
て
い
く
方
針
で
す
。
今
後
も
、
３
市
町

と
セ
ン
タ
ー
が
足
並
み
を
揃
え
、
愛
媛
県

や
、
県
か
ら
の
委
託
を
受
け
た
支
援
組
織

で
あ
る
（
公
財
）
愛
媛
の
森
林
基
金 

森

林
管
理
支
援
セ
ン
タ
ー
と
も
協
力
し
な
が

ら
、
森
林
経
営
管
理
制
度
の
推
進
に
尽
力

し
て
参
り
ま
す
。

1
　
は
じ
め
に

愛
媛
県
の
宇
和
島
市
、
松
野
町
及
び
鬼

北
町
の
３
市
町
は
、県
南
西
部
に
位
置
し
、

一
次
産
業
が
盛
ん
で
す
。

本
地
域
は
、
鬼
ヶ
城
山
系
な
ど
千
ｍ
級

の
山
々
に
囲
ま
れ
、
森
林
率
は
、
宇
和
島

市
が
７
割
、
松
野
町
・
鬼
北
町
が
８
割
以

上
と
、
豊
富
な
森
林
資
源
を
有
し
て
い

ま
す
。

令
和
元
年
度
に
森
林
経
営
管
理
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
３

市
町
は
新
た
な
連
携
組
織
と
し
て
、「
南

予
森
林
管
理
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立

し
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
な
が
ら
、
森
林
経
営
管
理
制
度
と
人
材

育
成
を
進
め
る
同
セ
ン
タ
ー
の
取
組
を
紹

介
し
ま
す
。

2
　
南
予
森
林
管
理
推
進
セ
ン
タ
ー

森
林
経
営
管
理
制
度
の
推
進
に
当
た
っ

て
、
各
市
町
に
は
、
主
導
的
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
林

業
専
門
の
職
員
や
森
林
経
営
に
関
す
る
ノ

ウ
ハ
ウ
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
令
和
元
年
12
月
20
日
、
3

市
町
、南
予
森
林
組
合
等
が
共
同
で
「（
一

社
）
南
予
森
林
管
理
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を

設
立
し
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
管

内
の
森
林
を
適
切
に
管
理
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
と
連
絡
調
整
を
図
り
な
が
ら
、

「
森
づ
く
り
事
業
」
と
「
人
づ
く
り
事
業
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
、
各
市
町
の
譲
与

税
額
の
比
率
に
応
じ
た
負
担
金
に
よ
り
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
の
負
担
金

同
制
度
に
基
づ
く
意
向
調
査
の
際
に
、

森
林
所
有
者
か
ら
同
意
を
得
た
上
で
、
調

査
結
果
を
事
業
体
に
提
供
す
る
こ
と
で
、

事
業
体
が
主
体
的
に
森
林
整
備
を
行
え
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。（
Ｉ
Ｍ
Ｍ【
情
報
に

基
づ
く
経
営
管
理
方
式
】）。

額
は
、
宇
和
島
市
７
，
０
０
３
千
円
（
令

和
３
年
度
譲
与
額：３
９
，６
０
７
千
円
）、

松
野
町
２
，
５
１
２
千
円
（
令
和
３
年
度

譲
与
額
：
１
４
，
２
９
５
千
円
）、
鬼
北

町
８
，
５
８
５
千
円
（
令
和
３
年
度
譲
与

額
：
４
８
，
８
４
８
千
円
）
で
す
。

 3
　
森
づ
く
り
事
業

地
域
の
森
林
を
適
切
に
管
理
し
て
次
の

世
代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、「
森
づ
く
り
事

業
」
で
は
、
森
林
経
営
管
理
制
度
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

の
う
ち
26 

ha
で
は
「
経

営
管
理
実
施
権
配
分
計

画
」
を
作
成
し
て
、
林

業
事
業
体
へ
再
委
託
す

る
一
方
、
３
ha
で
は
市

町
自
身
で
保
育
間
伐
を

実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
意
向
調
査
を

実
施
し
た
森
林
の
う
ち

約
５
０
０
ha
に
つ
い
て

は
、
林
業
事
業
体
が
森

林
経
営
計
画
の
策
定
に

よ
る
集
約
化
に
取
り
組

み
、
今
後
、
森
林
整
備

を
行
う
見
込
み
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
森
林

経
営
管
理
制
度
に
よ

る
公
的
な
集
積
の
取

組
と
、
林
業
事
業
体

に
よ
る
集
約
化
の
取

組
の
双
方
に
よ
り
、

迅
速
な
森
林
整
備
に

繋
げ
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
森
林
経
営
管
理
制
度
に
係

る
事
務
手
続
き
等
を
効
率
化
す
る
た
め
、

既
存
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
拡
張
し
て
、「
森
林
経

営
管
理
制
度
進
捗
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
作

成
し
ま
し
た
。
同
シ
ス
テ
ム
は
今
年
度
か

ら
運
用
を
開
始
し
て
お
り
、
意
向
調
査
票

の
発
送
・
集
計
、
経
営
管
理
権
集
積
計
画

（
案
）・
経
営
管
理
実
施
権
配
分
計
画
（
案
）

の
作
成
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

4
　
人
づ
く
り
事
業

「
人
づ
く
り
事
業
」
は
、
林
業
の
持
続

的
か
つ
健
全
な
発
展
に
必
要
な
人
材
を
確

保
・
育
成
す
る
た
め
の
事
業
で
す
。　

同
事
業
の
核
と
し
て
、
令
和
４
年
４
月

12
日
に
「
南
予
森
林
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
開

講
し
ま
し
た
。
同
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、森
林
・

林
業
の
基
礎
か
ら
資
格
取
得
、
現
場
実
習

森林経営管理制度に係る業務フロー図

市町

林業事業体

森
林
経
営
計
画

ＩＭＭ（※）のフロー〔森林整備へ直行〕

森林整備
（切捨間伐） 森

林
整
備

検討
経済林

環境林 市町村森林経営管理事業
（切捨間伐）

意
向
調
査

検
討

経済林

発
注

再
委
託

森林経営管理制度に基づく市町の業務のフロー

配
分
計
画

集
積
計
画

※IMM（Informed Management Method【情報に基づく経営管理方式】）
：林業事業体が、市町から提供された意向調査の回答内容を踏まえ、主体的に集約化の検討を進め、市町の集積計画等の作成

によらず、直接森林整備に繋げる取組。

森林経営管理制度進捗管理システム
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水
三
法
（
河
川
法
、
砂
防
法
、
森

　
　
　
林
法
）
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
十
年

が
経
過
し
た
明
治
40
年
と
43
年
に
甚
大
な

水
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況

に
対
処
す
る
た
め
、政
府
内
に
河
川
事
業
、

砂
防
事
業
、
森
林
治
水
事
業
に
よ
る
本
格

的
な
治
水
計
画
策
定
に
向
け
た
臨
時
治
水

調
査
会
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
調
査
会
の

審
議
を
経
て
十
八
カ
年
間
で
１
億
７
千
万

円
ほ
ど
の
治
水
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
河
川
、
砂
防
事
業
を
管
轄

す
る
内
務
省
は
、
農
商
務
省
が
管
轄
す
る

森
林
治
水
事
業
に
予
算
を
配
分
す
る
こ
と

を
認
め
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
農
商
務
省
の

窮
状
を
見
か
ね
た
大
蔵
省
の
若
槻
礼
次
郎

事
務
次
官
は
、
治
水
予
算
と
は
別
枠
で
森

林
治
水
予
算
を
計
上
す
る
判
断
を
し
ま
す
。

こ
う
し
て
、
明
治
44
年
度
か
ら
第
一
期

森
林
治
水
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
以
降
、
計
画
的
な
治
山
事
業
が
現
在

ま
で
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

青
森
大
林
区
署
（
当
時
）
に
お
い
て
も
、

第
一
期
森
林
治
水
事
業
の
最
初
の
工
事
と

し
て
、
津
軽
半
島
中
央
部
の
荒
廃
渓
流
で

あ
っ
た
飯
詰
川
上
流
部
坪
毛
沢
流
域
の
保

全
工
事
を
計
画
し
ま
す
。
工
事
内
容
は
、

堰
堤
６
基
の
ほ
か
護
岸
片
法
継
枠
２
基
な

ど
で
、
大
正
５
年
に
施
工
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
堰
堤
は
、
施
工
地
ま
で
の
資
材

輸
送
手
段
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
現
地
で
調
達
し
た
青
森
ヒ
バ
材
に
よ

治　
　
年
、
林
業
土
木
施
設
へ
の
木
材
利

　
　
　
用
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
坪
毛

沢
ヒ
バ
治
山
堰
堤
群
は
治
山
施
設
へ
の
木
材

利
用
の
嚆
矢
で
あ
り
、
地
球
温
暖
化
対
策
の

走
り
と
も
い
え
る
も
の
で
す
。

地
元
で
は
、
木
製
堰
堤
群
の
林
業
遺
産

へ
の
選
定
を
契
機
と
し
て
、
先
に
選
定
さ

れ
て
い
た
津
軽
森
林
鉄
道
遺
構
と
と
も

に
、
そ
の
歴
史
的
価
値
を
後
世
に
伝
え
て

い
く
活
動
を
展
開
す
る
「
北
津
軽
林
業
遺

産
伝
承
協
議
会
」
が
令
和
４
年
３
月
に
設

立
さ
れ
て
い
ま
す
。

る
木
製
堰
堤
と
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
戦
後
に
な
っ
て
も
渓
流
荒
廃
が

発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
28
年
以
降
、

渓
間
工
、
山
腹
工
が
断
続
的
に
施
工
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
青
森
ヒ
バ
木
製

堰
堤
も
６
基
が
追
加
施
工
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
堤
の
構
造
は
、大
正
期
の
も
の
は
、

　
　
　
青
森
ヒ
バ
の
丸
太
を
堰
堤
断
面
が

台
形
と
な
る
よ
う
に
縦
横
に
敷
き
詰
め
て

積
み
上
げ
、
堰
堤
上
流
部
の
土
砂
が
衝
突

す
る
部
分
に
は
斜
め
に
丸
太
を
並
べ
、
鋼

製
ボ
ル
ト
で
結
束
し
た
も
の
で
し
た
（
図

2
）。
戦
後
の
も
の
も
大
正
期
の
も
の
を

踏
襲
し
て
い
ま
す
が
、
部
材
は
現
地
で
面

取
り
加
工
が
施
さ
れ
、
よ
り
安
定
し
た
構

造
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
堤
群
は
、
施
工
か
ら
百
年
な
い
し

　
　
　
60
年
以
上
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

大
正
５
年
施
工
の
も
の
は
袖
部
の
破
損
な

ど
損
傷
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
5
基
が
現

存
し
、
戦
後
の
も
の
は
６
基
と
も
施
工
時

の
姿
を
留
め
、
と
も
に
治
山
堰
堤
群
と
し

て
の
機
能
を
発
揮
し
続
け
て
い
ま
す
（
写

真
３
）。
部
材
の
腐
朽
状
況
に
つ
い
て
国

が
ピ
ロ
デ
ィ
ン
試
験
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
大
正
期
、
戦
後
の
施
工
の
も
の
と
も
、

若
干
の
表
面
腐
朽
が
見
ら
れ
る
程
度
で
し

た
（
表
２
）。

坪毛沢ヒバ木製治山堰堤群
（一社）日本木質バイオマスエネルギー協会  矢部三雄

林業
遺産
林
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水
三
法
（
河
川
法
、
砂
防
法
、
森

　
　
　
林
法
）
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
十
年

が
経
過
し
た
明
治
40
年
と
43
年
に
甚
大
な

水
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況

に
対
処
す
る
た
め
、政
府
内
に
河
川
事
業
、

砂
防
事
業
、
森
林
治
水
事
業
に
よ
る
本
格

的
な
治
水
計
画
策
定
に
向
け
た
臨
時
治
水

調
査
会
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
調
査
会
の

審
議
を
経
て
十
八
カ
年
間
で
１
億
７
千
万

円
ほ
ど
の
治
水
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
河
川
、
砂
防
事
業
を
管
轄

す
る
内
務
省
は
、
農
商
務
省
が
管
轄
す
る

森
林
治
水
事
業
に
予
算
を
配
分
す
る
こ
と

を
認
め
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
農
商
務
省
の

窮
状
を
見
か
ね
た
大
蔵
省
の
若
槻
礼
次
郎

事
務
次
官
は
、
治
水
予
算
と
は
別
枠
で
森

林
治
水
予
算
を
計
上
す
る
判
断
を
し
ま
す
。

こ
う
し
て
、
明
治
44
年
度
か
ら
第
一
期

森
林
治
水
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
以
降
、
計
画
的
な
治
山
事
業
が
現
在

ま
で
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

青
森
大
林
区
署
（
当
時
）
に
お
い
て
も
、

第
一
期
森
林
治
水
事
業
の
最
初
の
工
事
と

し
て
、
津
軽
半
島
中
央
部
の
荒
廃
渓
流
で

あ
っ
た
飯
詰
川
上
流
部
坪
毛
沢
流
域
の
保

全
工
事
を
計
画
し
ま
す
。
工
事
内
容
は
、

堰
堤
６
基
の
ほ
か
護
岸
片
法
継
枠
２
基
な

ど
で
、
大
正
５
年
に
施
工
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
堰
堤
は
、
施
工
地
ま
で
の
資
材

輸
送
手
段
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
現
地
で
調
達
し
た
青
森
ヒ
バ
材
に
よ

堰

堰

近　
　
年
、
林
業
土
木
施
設
へ
の
木
材
利

　
　
　
用
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
坪
毛

沢
ヒ
バ
治
山
堰
堤
群
は
治
山
施
設
へ
の
木
材

利
用
の
嚆
矢
で
あ
り
、
地
球
温
暖
化
対
策
の

走
り
と
も
い
え
る
も
の
で
す
。

地
元
で
は
、
木
製
堰
堤
群
の
林
業
遺
産

へ
の
選
定
を
契
機
と
し
て
、
先
に
選
定
さ

れ
て
い
た
津
軽
森
林
鉄
道
遺
構
と
と
も

に
、
そ
の
歴
史
的
価
値
を
後
世
に
伝
え
て

い
く
活
動
を
展
開
す
る
「
北
津
軽
林
業
遺

産
伝
承
協
議
会
」
が
令
和
４
年
３
月
に
設

立
さ
れ
て
い
ま
す
。

る
木
製
堰
堤
と
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
戦
後
に
な
っ
て
も
渓
流
荒
廃
が

発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
28
年
以
降
、

渓
間
工
、
山
腹
工
が
断
続
的
に
施
工
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
青
森
ヒ
バ
木
製

堰
堤
も
６
基
が
追
加
施
工
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
堤
の
構
造
は
、大
正
期
の
も
の
は
、

　
　
　
青
森
ヒ
バ
の
丸
太
を
堰
堤
断
面
が

台
形
と
な
る
よ
う
に
縦
横
に
敷
き
詰
め
て

積
み
上
げ
、
堰
堤
上
流
部
の
土
砂
が
衝
突

す
る
部
分
に
は
斜
め
に
丸
太
を
並
べ
、
鋼

製
ボ
ル
ト
で
結
束
し
た
も
の
で
し
た
（
図

2
）。
戦
後
の
も
の
も
大
正
期
の
も
の
を

踏
襲
し
て
い
ま
す
が
、
部
材
は
現
地
で
面

取
り
加
工
が
施
さ
れ
、
よ
り
安
定
し
た
構

造
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
堤
群
は
、
施
工
か
ら
百
年
な
い
し

　
　
　
60
年
以
上
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

大
正
５
年
施
工
の
も
の
は
袖
部
の
破
損
な

ど
損
傷
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
5
基
が
現

存
し
、
戦
後
の
も
の
は
６
基
と
も
施
工
時

の
姿
を
留
め
、
と
も
に
治
山
堰
堤
群
と
し

て
の
機
能
を
発
揮
し
続
け
て
い
ま
す
（
写

真
３
）。
部
材
の
腐
朽
状
況
に
つ
い
て
国

が
ピ
ロ
デ
ィ
ン
試
験
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
大
正
期
、
戦
後
の
施
工
の
も
の
と
も
、

若
干
の
表
面
腐
朽
が
見
ら
れ
る
程
度
で
し

た
（
表
２
）。

堰

図１　坪毛沢位置図

施工年度 名　称 延長 高さ
番

号 （L) （H)
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪

昭和33年
大正 5年
昭和32年
昭和29年
大正 5年
昭和28年
大正 5年
昭和29年
昭和29年
大正 5年
大正 5年

1号木堰堤
2号木堰堤
3号木堰堤
4号木堰堤
5号木堰堤
6号木堰堤
7号木堰堤
8号木堰堤
9号木堰堤
10号木堰堤
11号木堰堤

20.0
8.0
4.5
17.0
6.0
8.0
8.0
10.0
14.0
10.0
12.0

2.5
不明
3.0
3.5
2.3
3.0
1.0
3.0
3.0
1.0
2.0

規模（m）

表１　坪毛沢堰提一覧

写真２　施工中の４号堰提（戦後）

写真３　２号堰提（大正５年竣工）
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表２　ピロディン試験の結果

注１.　ピロディン試験は、一定のエネルギーによる鋼製ピンの打ち込み深さ（貫入）を測定し、木材
　　の腐朽判定を行うものである。
　２． 横材流水部での調査結果である。

　　　（単位：㎜）

名　称 施工年度 平10年 平成29年 令和2年

1号木堰堤 昭和33年 20～40 25～40 22～34

2号木堰堤 大正 5年 19～40 16～20 18～20

3号木堰堤 昭和32年 ー 18～24 18～26

4号木堰堤 昭和29年 18～26 17～27 20

図 2　堰提構造図

正 面 図 側 面 図

6.00

6.00

1.60 2.20

0.80
2.30

1.40 0.6

4.8

0.6 0.6 0.62.20



写真１　シカが餌を食べる様子
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図１　管内のシカ捕獲状況

写真２　捕獲状況（治山事業地）

SERIES. 国有林野事業の取組

◆
は
じ
め
に

　
近
年
、
森
林
・
農
地
に
お
い
て
全
国
的

に
シ
カ
の
個
体
数
増
加
や
生
息
域
の
拡
大

が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和

2
年
度
に
は
、
全
国
の
森
林
面
積
の
う
ち

約
2
割
で
シ
カ
に
よ
る
枝
葉
、
樹
皮
の
食

害
や
角
と
ぎ
に
よ
る
剥
皮
被
害
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
被
害
を
拡
大
さ

せ
な
い
た
め
、
防
護
柵
等
に
よ
る
防
除
に

加
え
、
シ
カ
の
個
体
数
を
減
少
さ
せ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で
は
、
職
員
や

委
託
事
業
に
よ
る
捕
獲
の
ほ
か
、
地
元
市

町
村
と
の
協
定
に
基
づ
く
罠
の
貸
出
し
等

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
捕
獲
方
法
は
、
こ

れ
ま
で
「
け
も
の
道
」
に
「
く
く
り
罠
」

を
設
置
す
る
方
法
が
主
流
で
し
た
が
、
近

年
、
く
く
り
罠
を
使
用
し
た
新
た
な
「
小

林
式
誘
引
捕
獲
（
以
下
、
「
小
林
式
」
と

い
う
。
）
」
の
普
及
に
よ
り
、
捕
獲
実
績

を
伸
ば
し
て
い
ま
す
（
図
1
）
。

◆
小
林
式
に
つ
い
て

　
従
来
の
く
く
り
罠
は
「
け
も
の
道
」
な

ど
の
シ
カ
の
通
り
道
を
見
極
め
て
設
置
し

て
い
た
た
め
、
捕
獲
成
功
に
は
熟
練
を
要

し
ま
し
た
。
小
林
式
は
、
シ
カ
が
餌
を
食

べ
る
際
に
口
元
近
く
に
前
足
を
置
く
習
性

を
利
用
し
、
く
く
り
罠
と
、
餌
に
よ
る
誘

引
捕
獲
を
組
み
合
わ
せ
た
方
法
で
、
当
局

の
職
員
が
開
発
し
た
も
の
で
す
（
写
真

１
）
。
小
林
式
で
は
餌
に
よ
る
誘
引
を
行

う
た
め
、
車
道
近
く
な
ど
に
設
置
す
る
こ

と
が
で
き
る
ほ
か
、
特
別
な
技
術
が
不
要

で
初
心
者
で
も
高
い
捕
獲
効
率
を
期
待
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
見
回

り
労
力
の
軽
減
（
写
真
２
）
や
、
捕
獲
し

た
シ
カ
の
運
搬
等
が
容
易
と
な
る
な
ど
捕

獲
作
業
の
効
率
化
に
も
寄
与
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
「
け
も
の
道
」
を
避
け
て
設

置
す
る
、
餌
に
草
食
動
物
用
の
も
の
を
使

う
こ
と
で
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
な
ど
を
錯
誤

捕
獲
す
る
リ
ス
ク
の
軽
減
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

◆
小
林
式
の
設
置
方
法

　
設
置
方
法
は
従
来
の
も
の
と
同
様
に
、

先
ず
地
面
に
穴
を
掘
り
、
く
く
り
罠
本
体

を
設
置
し
ま
す
。
次
に
シ
カ
は
餌
を
食
べ

る
と
き
に
前
足
を
横
に
置
く
こ
と
か
ら
、

罠
の
中
に
足
を
つ
く
よ
う
罠
の
周
囲
に
石

を
並
べ
ま
す
（
写
真
３
）
。
こ
れ
に
よ

り
、
く
く
り
罠
が
作
動
し
た
に
も
関
わ
ら

ず
捕
獲
で
き
な
い
「
空
は
じ
き
」
も
防
止

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
使
用
す
る
石
は
、
握
り
こ
ぶ
し
程
度
の

大
き
さ
で
、
角
張
っ
た
も
の
が
良
く
、
罠

と
石
の
間
に
隙
間
が
出
来
な
い
よ
う
に
密

着
さ
せ
ま
す
（
注
：
罠
の
バ
ネ
の
上
に
は

石
を
置
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
）
。
ま

た
、
石
が
動
か
な
い
よ
う
、
上
部
が
地
面

か
ら
指
2
本
程
度
の
高
さ
が
出
る
よ
う
石

を
地
面
に
埋
め
込
む
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
最
後
に
罠
を
薄
く
土
で
覆
い
、
石
の

周
囲
に
ド
ー
ナ
ツ
状
に
餌
を
撒
い
た
ら
完

成
で
す（
写
真
４
）
。
餌
は
、
シ
カ
を
選

択
的
に
捕
獲
す
る
た
め
牧
草
を
固
め
た
ヘ

イ
キ
ュ
ー
ブ
を
使
用
し
ま
す
。

◆
捕
獲
や
見
回
り
で
の
工
夫

　
造
林
・
生
産
事
業
や
治
山
・
林
道
工
事

等
の
現
場
へ
の
経
路
沿
い
に
罠
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
通
勤
時
な
ど
に
捕
獲
や
見
回

り
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
見
回
り
時
間
の
短
縮
な
ど
効
率
的
な

シ
カ
捕
獲
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

◆
さ
い
ご
に

　
平
成
25
年
に
環
境
省
と
農
林
水
産
省
が

策
定
し
た
「
抜
本
的
な
鳥
獣
捕
獲
強
化
対

策
」
で
は
、
令
和
5
年
度
ま
で
に
平
成
23

年
度
に
比
べ
シ
カ
の
個
体
数
を
半
減
さ
せ

る
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
近
年
、
狩
猟

や
有
害
鳥
獣
駆
除
を
担
う
ハ
ン
タ
ー
が
減

少
し
、
高
齢
化
が
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て

い
る
中
、
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
関
係
者
が
連
携
し
て
、
よ
り
効
率
的

な
方
法
で
捕
獲
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

小
林
式
は
、
そ
の
有
効
な
方
法
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
、
当
局
で
は
、
一
層
の
普
及
を
図
る

た
め
、
今
後
も
講
習
会
な
ど
を
積
極
的
に

実
施
し
（
写
真
５
）
、
鳥
獣
被
害
の
抑
制
に

貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

所 在 地 大阪市北区天満橋1丁目8番75号

区 域 面 積 7,342,428ha うち森林面積 5,092,786ha 国有林野面積 310,995ha

関 係 府 県 14府県（石川県、福井県、三重県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県、鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県）

近畿中国森林管理局 基礎データ

近畿中国森林管理局 保全課
シカ捕獲対策について
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写真３　罠の周囲に石を密着させ並べる写真４　設置完了の状況

写真５　普及のための講習会（群馬県）

図2　小林式の設置のポイント

小林式の実演動画や設置
方法の詳細については、
当局ウェブサイトをご覧
ください。

シカ捕獲対策についてSE RIES. 国有林野事業の取組

◆
は
じ
め
に

　
近
年
、
森
林
・
農
地
に
お
い
て
全
国
的

に
シ
カ
の
個
体
数
増
加
や
生
息
域
の
拡
大

が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和

2
年
度
に
は
、
全
国
の
森
林
面
積
の
う
ち

約
2
割
で
シ
カ
に
よ
る
枝
葉
、
樹
皮
の
食

害
や
角
と
ぎ
に
よ
る
剥
皮
被
害
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
被
害
を
拡
大
さ

せ
な
い
た
め
、
防
護
柵
等
に
よ
る
防
除
に

加
え
、
シ
カ
の
個
体
数
を
減
少
さ
せ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で
は
、
職
員
や

委
託
事
業
に
よ
る
捕
獲
の
ほ
か
、
地
元
市

町
村
と
の
協
定
に
基
づ
く
罠
の
貸
出
し
等

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
捕
獲
方
法
は
、
こ

れ
ま
で
「
け
も
の
道
」
に
「
く
く
り
罠
」

を
設
置
す
る
方
法
が
主
流
で
し
た
が
、
近

年
、
く
く
り
罠
を
使
用
し
た
新
た
な
「
小

林
式
誘
引
捕
獲
（
以
下
、
「
小
林
式
」
と

い
う
。
）
」
の
普
及
に
よ
り
、
捕
獲
実
績

を
伸
ば
し
て
い
ま
す
（
図
1
）
。

◆
小
林
式
に
つ
い
て

　
従
来
の
く
く
り
罠
は
「
け
も
の
道
」
な

ど
の
シ
カ
の
通
り
道
を
見
極
め
て
設
置
し

て
い
た
た
め
、
捕
獲
成
功
に
は
熟
練
を
要

し
ま
し
た
。
小
林
式
は
、
シ
カ
が
餌
を
食

べ
る
際
に
口
元
近
く
に
前
足
を
置
く
習
性

を
利
用
し
、
く
く
り
罠
と
、
餌
に
よ
る
誘

引
捕
獲
を
組
み
合
わ
せ
た
方
法
で
、
当
局

の
職
員
が
開
発
し
た
も
の
で
す
（
写
真

１
）
。
小
林
式
で
は
餌
に
よ
る
誘
引
を
行

う
た
め
、
車
道
近
く
な
ど
に
設
置
す
る
こ

と
が
で
き
る
ほ
か
、
特
別
な
技
術
が
不
要

で
初
心
者
で
も
高
い
捕
獲
効
率
を
期
待
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
見
回

り
労
力
の
軽
減
（
写
真
２
）
や
、
捕
獲
し

た
シ
カ
の
運
搬
等
が
容
易
と
な
る
な
ど
捕

獲
作
業
の
効
率
化
に
も
寄
与
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
「
け
も
の
道
」
を
避
け
て
設

置
す
る
、
餌
に
草
食
動
物
用
の
も
の
を
使

う
こ
と
で
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
な
ど
を
錯
誤

捕
獲
す
る
リ
ス
ク
の
軽
減
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

◆
小
林
式
の
設
置
方
法

　
設
置
方
法
は
従
来
の
も
の
と
同
様
に
、

先
ず
地
面
に
穴
を
掘
り
、
く
く
り
罠
本
体

を
設
置
し
ま
す
。
次
に
シ
カ
は
餌
を
食
べ

る
と
き
に
前
足
を
横
に
置
く
こ
と
か
ら
、

罠
の
中
に
足
を
つ
く
よ
う
罠
の
周
囲
に
石

を
並
べ
ま
す
（
写
真
３
）
。
こ
れ
に
よ

り
、
く
く
り
罠
が
作
動
し
た
に
も
関
わ
ら

ず
捕
獲
で
き
な
い
「
空
は
じ
き
」
も
防
止

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
使
用
す
る
石
は
、
握
り
こ
ぶ
し
程
度
の

大
き
さ
で
、
角
張
っ
た
も
の
が
良
く
、
罠

と
石
の
間
に
隙
間
が
出
来
な
い
よ
う
に
密

着
さ
せ
ま
す
（
注
：
罠
の
バ
ネ
の
上
に
は

石
を
置
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
）
。
ま

た
、
石
が
動
か
な
い
よ
う
、
上
部
が
地
面

か
ら
指
2
本
程
度
の
高
さ
が
出
る
よ
う
石

を
地
面
に
埋
め
込
む
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
最
後
に
罠
を
薄
く
土
で
覆
い
、
石
の

周
囲
に
ド
ー
ナ
ツ
状
に
餌
を
撒
い
た
ら
完

成
で
す（
写
真
４
）
。
餌
は
、
シ
カ
を
選

択
的
に
捕
獲
す
る
た
め
牧
草
を
固
め
た
ヘ

イ
キ
ュ
ー
ブ
を
使
用
し
ま
す
。

◆
捕
獲
や
見
回
り
で
の
工
夫

　
造
林
・
生
産
事
業
や
治
山
・
林
道
工
事

等
の
現
場
へ
の
経
路
沿
い
に
罠
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
通
勤
時
な
ど
に
捕
獲
や
見
回

り
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
見
回
り
時
間
の
短
縮
な
ど
効
率
的
な

シ
カ
捕
獲
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

◆
さ
い
ご
に

　
平
成
25
年
に
環
境
省
と
農
林
水
産
省
が

策
定
し
た
「
抜
本
的
な
鳥
獣
捕
獲
強
化
対

策
」
で
は
、
令
和
5
年
度
ま
で
に
平
成
23

年
度
に
比
べ
シ
カ
の
個
体
数
を
半
減
さ
せ

る
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
近
年
、
狩
猟

や
有
害
鳥
獣
駆
除
を
担
う
ハ
ン
タ
ー
が
減

少
し
、
高
齢
化
が
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て

い
る
中
、
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
関
係
者
が
連
携
し
て
、
よ
り
効
率
的

な
方
法
で
捕
獲
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

小
林
式
は
、
そ
の
有
効
な
方
法
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
、
当
局
で
は
、
一
層
の
普
及
を
図
る

た
め
、
今
後
も
講
習
会
な
ど
を
積
極
的
に

実
施
し
（
写
真
５
）
、
鳥
獣
被
害
の
抑
制
に

貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

か
ら

17 2022.9 No.186 林野



トピックス

03
　農林水産省は、令和４年度「こども霞が関見学
デー」の一環として特設Webサイト「マフ塾」を
2022年７月１日から８月31日まで公開しました。
　「マフ塾」では、農・林・水について学ぶことが
できる32のコンテンツを掲載しました。また、
自由研究に役立つ12の動画の公開、視聴者から
の質問に答えるYouTubeのライブ配信イベント
も行われました。
　今年は、２年ぶりに会場でのワークショップも
予定されていましたが、新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため中止となってしまいました。
そのため、ワークショップをオンラインで開催
するなど新しい取り組みも行われました。
　林野庁では、マンガを通して森林の仕事や
キノコの豆知識、木材利用について学べるコン
テンツを公開しました。

　夏休み期間中に子供たちに広く社会を知ってもらうこと、政府の
施策に対する理解を深めてもらうこと、活動への参加を通じて親
子の触れ合いを深めてもらうことを目的として、各府省庁等で連携
し、開催しているイベントです。

森の博士ちゃんクイズ！

使ってみよう！木を見直そう！木づかいブック

特設Webサイト「マフ塾」は、
9月以降も引き続き公開して
います。
https://www.maff.go.jp/j/kids/kodomo_kasumi/2022/index.html

お山ん画

03

「こども霞が関見学デー」とは？

マンガを読んだら挑戦してみよう！
キミはいくつ正解できるかな?!

マンガやクイズで山や林業について学ぼう！

使ってみよう！木を見直そう！木づかいブック

木を使うのは環境にやさしいの？～木づかい～
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会
場
に
は
、
品
評
会
に
出
品
さ
れ
た

全
て
の
乾
し
い
た
け
が
一
面
に
展
示
さ

れ
て
お
り
、
ま
さ
に
圧
巻
で
し
た
。
乾

し
い
た
け
に
そ
こ
ま
で
詳
し
く
な
い
私

で
も
、
色
や
模
様
、
大
き
さ
な
ど
特
徴

の
違
い
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
誰

で
も
楽
し
め
る
展
示
で
す
。
こ
ん
な
に

も
沢
山
の
し
い
た
け
が
出
品
さ
れ
た
の

で
、
こ
の
中
か
ら
1
番
を
決
め
る
の
で

と
て
も
時
間
が
か
か
っ
た
そ
う
で
す
。

乾
し
い
た
け
を
眺
め
て
楽
し
ん
だ
あ

と
、
今
度
は
味
覚
で
楽
し
み
ま
し
た
。

会
場
に
は
乾
し
い
た
け
を
使
っ
た
美
味

し
い
料
理
が
あ
り
、
私
を
含
め
多
く
の

消
費
者
に
乾
し
い
た
け
の
魅
力
が
伝
わ

っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
♪

特
に
料
理
に
興
味
あ
る
私
の
印
象
に

残
っ
た
の
は
、
し
い
た
け
ク
ッ
キ
ン
グ

で
す
。
な
ん
と
手
作
り
の
し
い
た
け
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
い
た
だ
き
ま
し
た
！

お
味
は
…
、
し
い
た
け
の
香
ば
し
さ
が

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
甘
さ
と
相
ま
っ
て

と
っ
て
も
美
味
し
く
、
新
感
覚
で
し
た
！

是
非
自
分
で
も
作
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
し
、
も
し
お
店
で
み
か
け
た
ら
積

極
的
に
選
ん
で
し
ま
い
そ
う
で
す
。

私
は
み
ど
り
の
女
神
に
な
っ
て
か
ら

「
き
の
こ
」
に
興
味
を
持
ち
、
き
の
こ
マ

イ
ス
タ
ー
の
勉
強
を
通
じ
て
し
い
た
け

に
も
詳
し
く
な
り
ま
し
た
。
し
い
た
け

は
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
で
、
栄
養
成
分
が

ギ
ュ
ッ
と
凝
縮
し
て
旨
味
が
増
し
、
い

ろ
い
ろ
な
お
料
理
に
活
用
で
き
ま
す
。

実
際
、
私
も
乾
し
い
た
け
を
使
っ
た
料

理
を
作
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
残
念
な
こ
と
に
、
食
生
活
の
変
化

に
よ
っ
て
全
国
的
に
乾
し
い
た
け
の
消

費
量
は
減
少
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
振

興
大
会
を
通
じ
て
生
産
者
の
皆
さ
ま
が

団
結
し
、
よ
り
優
れ
た
乾
し
い
た
け
が
生

み
出
さ
れ
、
私
達
消
費
者
が
味
わ
っ
て
楽

し
む
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

11
月
に
行
わ
れ
る
全
国
育
樹
祭
で
、

も
う
一
度
大
分
県
に
行
く
予
定
な
の
で
、

今
か
ら
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

先
日
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
き
の
こ
マ
イ
ス

タ
ー
」
の
試
験
に
無
事
合
格
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
！

こ
れ
か
ら
も
っ
と
き
の
こ
の
勉
強
を

し
て
い
く
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
き
の

こ
の
魅
力
も
発
信
し
て
い
け
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
と
い
う
訳
で

早
速
き
の
こ
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
出

席
し
ま
し
た
。

8
月
、
大
分
県
佐
伯
市
に
て
開
催
さ

れ
た
「
2
0
2
2
年
全
国
乾
し
い
た
け

振
興
大
会
i
n
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

さ
い
き
」
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

振
興
大
会
で
は
、
第
69
回
全
国
乾
椎

茸
品
評
会
や
第
44
回
森
喜
作
賞
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
品
評
会
で
は
、
生

産
者
の
方
々
が
丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ

た
自
慢
の
乾
し
い
た
け
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
地
域
の
方
々
が
楽
し
め
る
よ
う

ミス日本みどりの女神

成田　愛純
なりた　　　 あすみ

みどりの
女神が行く！

に
会
場
に
は
各
種
P
R
コ
ー
ナ
ー
や
マ
ル

シ
ェ
、
し
い
た
け
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
が

行
わ
れ
、
一
般
人
の
お
子
様
か
ら
大
人
ま

で
幅
広
い
年
代
の
方
々
が
し
い
た
け
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
！

▲ 受賞者の方と

▲ 一面の乾しいたけに圧倒されました！
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